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〔資料〕丙種本西番館訳語校本(稿)

太 田 斎

は し が き

いわゆる華夷訳語(こ こでは特にことわらない限 り,専 ら丙種本を指す)は

資料として多様の可能性を持つものとい うことができる。今,そ の中の言語の

面に限ってみれば,こ れまで書誌学及び東洋史学の成果の上に,主 に対象言語

(即ち華夷訳語の夷語)の 解明に努力が注がれてぎた。その研究の一々にっい

て今さらここに贅言を費す必要もあるまい。

筆者はこれに対し,近 世漢字音資料 としての可能性を追求しようとするもの

である。同じ姿勢は既に,坂 井健一氏の 『近世中国における日本語資料の集収

整理 と語学的研究』(昭 和49年 度科研費)に よる一連の 成果報告に 見 られる。

ただ,筆 者に誤解がなければ,そ の対象とするところは上記のテーマに示され

るように,「 日本館訳語」,「琉球館訳語」(及 びそれに関連する同様の体例を持

つ資料)及 び 「朝鮮館訳語」に限 られていたようで,寡 聞にして他にあること

を知 らない。

ここに筆者が対象とするものは 「西番館訳語」である。今思いつ くままに列

挙すれば,既 に 「日本館」,「琉球館」 には大友信一氏の,「 朝鮮館」には小倉
(注1)

進平氏の,「 回回館」には田坂興道氏及び本田實信氏の,「安南」には陳荊和氏

の,「畏兀鬼館」には庄垣内正弘氏の,「 占城館」及び 「満刺加館」にはE.D.

Edwards,C.0.Blagden両 氏の雄篇が存在 し,こ と対象言語の研究(特 に単

語形式の推定)に ついて後学の批判の余地は余 りないといっても過言ではない

段階にある。「西番館」についても,同 様に 西田(1963)が ある。ただし,同
(注2)

論文では,同 時代資料と考えられる明代の韻図より帰納 した音韻体系に,個 々
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の音訳漢字をあてはめていくことにより,西 番語の音価を推定し,西 番語の語

彙を決定 して行 くという方法が採られている。

漢字音そのものを対象 とする場合には,当 然のことながら,こ れを座標軸に

論を進める訳にはいかず,別 のアプローチを採 らざるを得ない。その方法につ

いては既に太田(1980)で 述べた。今それをやや具体的に示せば,先 ず漢字音

を諸方言(特 に北方方言)を 含めた現代音 と明代の他の文献によって明らか と

なっている事実から考え得る限 り,広 い対応の幅を設定 し,そ れに対応 し得る

チベ ット文語形式(辞 書で検:索可能な形式とい う以上の意味は持たない)を 推

定 し,複 数ある場合はその中で最 も妥当と思われる形式を採る。そして個々の

例の中,対 応に問題があると思われるものについては双方の歴史的,方 言的要

因の影響について検討 してみる。他の訳語を考慮 しつつ,テ キス ト内部の体系

的統一に注意を払い,こ のような作業を行なった後に始めて漢字音資料として

の存在価値を持つものと信ずる。それ故,漢 字音を論ずるには先ず,自 分な り

の校本を作成する必要があるのである。江湖の批判を顧ず,敢 えて校本と銘打

ったのは,つ まり資料としての整合性が明らかにならぬ限 り,字 音資料 として

自立し得ぬと考えるからである。(稿)と 付したのは,諸 賢の御叱正を侯って,

改める用意があることを示す。

実際の作業としては先ず,西 田(1963)の 再検討とい う手続を踏むことにな

る。同論文は時代的制約 もあ り,現 在から見れば個々の例に推定の誤 りの見ら

れるところもある。恐らく西田氏御自身が修訂稿を執筆されたとすれば,西 番

語の推定形式に関 してはかなり違ったものとなるであろうし,筆 者に比べ格段

に精緻な考定が披渥されることになろう。実際に,後 の著書などで改められて
(注3)

いる例がある。 しか し,筆 者とは自ら研究対象 ・方法が異なってお り,筆 者の

校本(稿)も 存在の余地はあろうか と思 う。

ただし,こ のような作業の結果が必ず しも予想を裏づけるものかどうか,未

だ明らかではない。まず,各 訳語に反映される漢語が均質なものか どうかとい

う疑問がある。一つの訳語だけをとってみても,そ こには伝統の拘束とい う要
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素を無視できない。 こういった問題は韻書に限らず,一 説には元代 に ま で 遡
(注4)

るとされる華夷訳語 とても例外ではあり得ないのである。確証はないが,甲,

乙種本はむろんのこと,先 行する訳語の用字法が丙種本に影響を与えた可能性

を念頭に置いておかねぱならない。西番語についても同様の問題がある。乙種

本等の影響やspellingpronunciationセ こよって,口 語 としては確かにそのチ

ベット文語形式に対応する形式を用いるにせよ,そ こに施された音注は実際の
(注5)

発音と異なっているとい う可能性 もあるのである。こういった要素が窟入する

ことによって,対 象とする華夷訳語の体系に爽雑物が混じることになる。恐 ら

く直面する困難は漢語に関する方が大きいであろ う。つまり,そ こからどこま

で忠実に曽て実在したと考えられる音韻体系を再構でぎるのか,疑 義を提 して

お く必要があるのである。

筆者は曽て太田(1980)で,上 記の展望の下に西番館訳語を用い,い わゆる
(注6)

尖団を論じた。その際,西 番語の推定形式についてはほぼ全面的に西田(1963)

に従い,若 干例について自分なりの修正案を記すに留めた。そして別に参考資

料 として,油 印本の形で,丙 種本は静嘉堂文庫本,乙 種(実 は丁種)本 は天理

図書館本を用いて,初 歩的校訂(の 真似事)を 加えたものを作成した。前者に

ついて静嘉堂文庫本を採ったのは西田(1960)の 依拠するものが阿波国文庫本

であったからにすぎない。その時点では校本作成を意図するには至 らなかった。

今 となっては意に満たないところが多い。何よりも静嘉堂文庫本を以て阿波国

文庫本を正すことのできる例が,そ の逆に比べずっと少ないとい う弱点がある。

そこで,全 面的に再検討を加え,自 分なりの校本を作成することにした。こと

西番語に関 しては専門家からすれば,失 笑を禁じ得ない部分もあろ う,特 に叱

正を待たねばならぬところである。

丙種本華夷訳語に関する,書誌学的,文献学的事項については大友 ・木村(19

68)及 び福島(1968)に 譲 り,こ こには記さないことにする。静嘉堂文庫本に

付されたカナは,前 述の油印本では全て拾 ったが,後 人の手になるものと思わ

れ(大 友 ・木村1968P.30),誤 りが 多 く,殆 んど参考にならないので;一 切
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省 くことにした。漢字については,別 字と見なされる場合に限 り,注 記に示し,

異体字の範囲内であれば,字 形に若干の配慮を残して通行字を採る。このため,

特に注記はしないが,僻 字にあらざる幾つかの異体字は残っている。チベ ット

文語形式については,北 村 ・西田(1960)に よる転写法を採用した。注の引用

部分においては,異 なった転写法が現われることがあるが,誤 解のない限 り,

そのままにしてお く。前述のように,今 は漢 ・夷双方の対応を確定することが

問題なのであ り,そ の推定音価を示す段階には至 っていない。これについては,

後に漢宇音の推定音価とともに稿を改めて論ずることになるであろ う。

単語の配列順については阿波国文庫本と静嘉堂文庫本の間で,異 同のある場

合に限 り,適 当と思われる方を選ぶに留めた。他の訳語と比較してみれば,一

致する語彙も少なくなく,配 列順についても,改 め得るところがある。例えば,

130「水渾」,131「水清」 とあるのは体例から見てふさわしくない。実際に朝鮮

館,畏 兀見,満 刺加,安 南,女 真いずれ も逆になっている(う ち女真は間に二

語置 く。占城館は 「水清」のみ挙げる)。 しか しながら,逞 羅館は西番館 と同

じであり,恐 らく 「水清,水 渾」の順が正しいのであろうが,断 定はできない。

この他,前後関係から見て,西 番館の357「 虫」,358「亀」は逆と考えられるし,

391「 蝦蟻」も恐らくは367「 蚊」 の後に来るべきもののように思われる。 し

かし,各 訳語所載の語彙が,全 て一致 しているとい う訳でもなく,門 の配列 も

必ず しも同じではない。語彙の選定,記 録方法を含め,各 訳語の成立にっいて

は分からぬ部分が多い。特に配列順については当初各訳語が果 して全て同じ配

列によったものか どうか明らかではなく,そ の判断が極めて難か しい。たとえ,

丙種本の総ての語彙を調べた後においても,配 列順についてはなお正否を論ず

ることはできまい。

説明を要するものについてのみ注を付すに留めた。西番語の推定形式にっい

て特にことわっていないものは,殆 んど西田(1960)に 従 っている。校定に関

しては,双 方の一致を求めるに急で,通 常の範囲を逸脱 した,強 引な判断を下

したところもある。襟を正 して諸賢の批判を仰ぎたい。
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注1未 完?田 坂(1944)は 天文門 のみで終 わ り,そ の(三 完)に 「近 く全稿を取 り纒

め更 に推敲を加 へて発表する予定である。」(p.534)と あるが,現 在に 至 るまで公

にされて いないよ うに思 われ る。

注2徐 孝 『重訂司馬温公等韻 圖経』(1602)。 同書 は近世音資料 の中で希観本に属 する。

一般 には陸志翼 〈記徐孝重訂司馬温公等韻圖維〉("燕 京學報"32期p .169-196

1947)に 掲げ られるものに拠 ることが多い。西 田(1963)も 同様。

注3例 えばNo.200minyagr麺usngangsa・chaを 西 田(1980P.22.元1967)でmi

nyagrabsgangsachaと する。

注4石 田(1930.1973に 再録)p.15の 附注(一)及 び石 田(1934.1973に 再録)参 照。最

古 のものとされ る 『至元謬語』 について は,既 に我長 田夏樹師の詳細 な論考 がある。

注5丁 種本については,ト ス訳語においてチベ ッ ト文字 と漢字による音注 の間 に齪酷の

見 られる ことが指摘 されている。西田(1972)及 び西 田(1973)参 照。丙種本には

チベ ッ ト文字による表記はないのであるが,こ れが介在す ることによって漢字によ

る音注が,口 語形式を正確には表 わ して いないとい う情況に至 っている可能性 も考

慮す る必要があろ う。

注6チ ベ ット文語形式 の ッ々・,競ッ・,即・ に対 し歯頭音字が当 てられている現象 につ き

3つ の解釈の可能性 を挙 げておいたが,後 に なって他 の可能性 もあることに気付 い

た。即ち,西 番語 で ツ々ー〔tq〕航 ンー〔tc`〕gy・⊂d勾の如 く実現 されてお り,漢 語では尖

tsts`s:団kk`xも しくはcc`9で あった。例えば7副%〔d径u〕 とい う音節 には「菊」

〔ky(P)'》cy(P)〕よ りもむ しろ 「絶」〔tsy(P)〕が好 まれた,と い うものである(今韻母

については深 く検討 しない)。ρッ・,擁y・うジ・に専 ら歯頭音字を用いた例(例 えば,181

昔 助%478西 助yら492削 ρ勿%g,650星 ρhッ勿getc.)は これに準 じ,例 えば

「西」〔si〕:助ッ〔ci〕(cf.「希」〔xl～gi〕)のよ うになっていたものとする。 しかしなが

ら,や は り他に 妙 ・etc.に対 し少 なか らぬ牙音字の音注例が 見 られること(例 えば,

197吉 んッ∫,216恰 航ッα83,334器 妙々 ゴ,433脚5々ッ083,456家78ッ α,477頁7g:yα,

539却 肋yo4,733甲67gッ 誠etc.)を 同時に合理的に説明す ることは難 しい。ただ

し,こ の点は団音 の舌面音化が一部の語彙に限 って既 に現われていたとす るか,異

なる体系 の漢字音の窟 入を考えに入れることで解決できないことはない。 この他,

伝統 の拘束等によ り,現 実の音 韻体系 に合致 しない区別が意図的に適 用されたとい

う可能性 もあるが,こ れは今の ところ積 極的 な論拠を持 たない。いずれにせ よ本訳

語 に反映 される西番語,漢 語双方が,実 在 した ものと して,時 代,地 域を特定する

ことについては,そ の仮定自体 を含め,な お十分慎重で あらねばなるまい。

西番繹語

天文門

1天 難 8πα吻
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有

無

雪

電

霜

氷

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

巴

卜

占

止

億

雄

奴

忙

紐

車

充

博

緯

約

墨

博

叉

納

麻

藁

散

麻

麻

麻

麻

兇

見

巴

巴

、巴

巴

巴

巴

博

瓦

薩

隆

瓦

見

瓦

瓦

見

見

見

見

鳴

郎

墨

車

充

容

課

掌

藏

児

見

見

見

鬼

見

瓦

見

木

卜

老

噛

老

老

鳴

噛

噛

噛

足

駝

弄

弄

弄

弄

弄

弄

弄

弄

叉

叉

叉

叉

叉

叉

渇

塞

白

練
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2」α6α ηα8ρo

∫肋r〃3α6ん θπ

2」α 伽 互 ゐ々露 〃z59磁(2)

ガσ ろα8堵 嘘 μ 彩勿 餌

5肋7彿 β 互6ツ襯8

5々αr解 α 勉6

5紘r彿 α 〃2αη8

5ゐαプ 〃zα ηツ瑚9

rgツ μ ∫んαr

諺09

吻 πgz伽9(5)

ガ吻8〃3θ4

κ㈱86ん θ

吻 π8c勧 η9

γ」観9ツoη8

r♂吻9互 妨or

r1吻88rα 〃9

肋 η8ろ 辮 π9

c肱r卿oん β

cゐα7ρ20勧 η9

c肋rρ α 塑 αろ

c加rμ 塵ノ08

c肱rρ α ツ04

`加 グ μ 〃284

航 α641の αう

∫θア 如 ゐ肱6

ろα ηoεrα ろ

c肋 ろ6ro〃z互 ん々ツα9(5)



86霧 軍

87霧 散

地 理 門

88山

89江

90水

91石

92路

93井

94培

95城

96河

97海;

98溝

99岸

100地

101土

102園

103林

104村

105田

106橋

107崖

108=泉

109池

110沙

木巴替

木巴窯

識

出
護

禦

灘

麗

野

擦
額

齪
縄
龍
.欄
躇
諜
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∫〃3麗8ρ α 互彦励 ∫

5〃zπ9加 伽 醜95

rゴ

c肱`乃 θη

`加

r40

1α〃z

40π9`肋

8ツ αη8

〃zゐ加r

`加 ろ0

78ツ α 〃z彦5ゐo

伽 π8カ α

`勧 互8解 〃z

5α

プ4灘 ゐ(2)

プα6α

πα85う0

8プoπ8航 ツθr

肋 加8

2α 吻 ρα

6rσ8

61協 〃zゴ8

あθη8加

ゐツθ 彿 α



浪

膿

阯

師

㈲

畷

順

纒

鹸

醐

雌

燗

削

甜

勤

慧

鱒
」縮

描

囎

携

拙
鏡

m

皿

m

拠

価

妬

柳

佃

囎

拗

捌

囲

鵬

捌

搦

伽

餅

囲

囲

㎜

捌

慨

娚

捌

鵬

搦

餅

卜

洛

瀦
錨
纈
織

辮
蝋
蠣

艦
縄
騨
蝋
蜘
魍
鯉

鮒
藤
.謙

鵬
踊
鵬
礁

購
既
雌
鵬
雌
辮
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ノ。6αrJα65

rゴ 〃z伽 π ρo

アゴ4吻 盈6α

擁 ろ」α 航 α

万 皇09η α

擁 〃z4観

rゴr8ツ αろ

ガ'ん09

万rゐ απ9ρ α

プゴ 解擁 α乃

rゴ π5θ 吻o

rゴ ρ勧9

プゴ6rα9

rゴ 伽9加

η5η80η ρo

rゴ プ40

ん々α6α 万

6勧9励g漉9ρo

`肋 ∫rα6

61協 πツ08

6勧 伽 αη85

6勧 乃8ア0

6勧59プ α

ご勧 腕rゐ α κ α6∫

o勧 捌 ろ

伽 塵ろy観8

`肋 ツαπ8∫ ρα



擁

激

翫

泓

砿

蹴

灘

澱

磯

淋

翻

姻

綱

妬

柘

礪
.
囎

繍

齢

瀦

胤

癬

燗

描

礁

協

頒

鵬

㎜

蜘

蜘

幽

瑠

幽

蜘

幽

僻

幽

幽

励

瑚

囎

鵬

醜

鵬

搦

塀

齪
.靭

㎜

揃

醜

鵬

醜

出認充

出藏

出作

謄出

馬見出

出柏見卓

勇劉嘲柏力

出鳥丁零〔卜〕

出鳥哨

出烏祭児

出鳥柏卓

出鳥車

出鳥充

契瓦車

契瓦充

契瓦散巴

契列散巴

薩児巴散巴

寧巴散巴

散巴柏卓

竹卓

、思干藍卓

藍:車

藍充

藍梁

藍畷

藍郭
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o乃 π2流8η8`乃z6η8

`乃 π8彦5α π8

`ゐ π6彦508

乃4α 〃z`肋

〃zαナ6ゐ π

6乃 π ρ乃α7・ 互8ro

プ9ツ α 〃Z'5ゐ0ア α ρ乃σ7r∫(2)

`1協608'痂9が η8〔 汐o〕.

6乃 π6057α6

0乃z6う04々 γ7.
.

0乃Z6ろ0ρhα 互97.0

6乃 π ろ0`乃 θ

0乃 π60`h%箆8

r40う α σ乃θ

740ろ α6乃 πη9

740ろ α2:α 〃3ρ α

7r40Zθ62:α 勿 ρα

85αrρ α2:α 〃zρ α

アηツ〃28ρ α2α 〃3ρ α ・.

Zα 〃Z2り α ρ乃α 亘87'0

9駕 皇gro

5ゐζZ〃zJα 血870

zα〃3`1≧ θ

」σ〃z6ん πη9

Zα〃3r40

♂α〃Zん`乃05

」α〃z血80」



麟

鰹

麟

騰

髄

蹴

解

細

細

畑

蜘

期

畑

鞭

鐵

礪

蹴

鐵

甜

膿

棚

腿

鹸

肪

姻

鐵

馳

鰯

搦

僻

鵬

㈱

柵

m

艶

備

掴

備

粥

卿

酩

㈱

拗

捌

團

鵬

捌

鵬

搦

餅

鎚

鵬

蜘

M

転

罐
轟

欝

灘

懸

難

蕪

灘

騨
驚

瀦
騨
譲

繕

繍 (168)

♂α〃地gro

Jα彿5駕 η96α

6肋 伽 〃z

5ゐα〃z♂α〃3

如 〃3訪 α8痂9

♂α祝'ゐ α8η ツθ

ごα〃364θ 〃30

肋 勿8ん ろツθ

肋 勿9μ θ65

6勧 幼 勿9

肋 切87〃306α

5励9漉ogrα6α

'5ん04彿 α プα ろα

物'ogrα6α

吻 競 αプ ∫7微96α

吻 航 αrη αη9ツoη9

繰 んαr頚 ツ"・8
.

磁 肋 プ う」α 肋 α 互gro

η3肋 αr髭 α ろα

祝 妨 αrη απ8

磁 加7ρ 妙 ε

祝 航 αブ 〃3彦んαん

5α 〃z疏α乃

5αo乃 α

rgツ αZ妨 α〃z∫6ん θ箆 ρ0

856r〃z々 加r

翅 ゐαr伽 π9た α



地名門

192北 京

193南 京

194天 全六番招討司

195西 天地方

196雅 州水晶関

197西 番地方

198西 寧地方

199陳 西地方

200長 河西地方

201輩 昌地方

202董 卜韓胡地方

203四 川地方

204臨 挑地方

205涼 ソ'卜1地方

大都

南泰

沙聴吉末劇班薩見

質鳴見薩叉

嘆畜出舎吉宗郭

博吉薩叉

宗噛薩叉

努削薩叉

米納嘲卜岡薩叉

出馬噛見薩叉

節木堰巴薩叉

成讃胡薩叉

昇棍薩叉

想臣卜薩叉

<漢 語 「大 都 」

〈 漢 語 「南 墓 」

∫肋 助 勿8ツ 吻zoプ α 勿 η85α プ(2)

プ9ツ¢9αr∫ 鷹cん α

48α ん8彫 う6肋5ゐ θZ8ツ 歪r4goη8

7η80(2)

604勿 ゴ5σ`肋

渉50π9々 ゐα5αc肋

劒 ろ ♪勿085αo肋

漉 πツα8プ α659碑95α`加

`勧 〃3α 〃3肋 αr5α 罐 α

プ8ツ〃 〃zoプoη8ρ α5σ σ加

妨76η8彦 π如5α6肋

5雇 π8ゐ 観5α`肋

6ツαπ8π805∫ αc加

時令門

206春

207夏

208秋

209冬

210年

211時

212書

213夜

214一 早

昔渇

葉児渇

端渇

棍渇

羅

親到

侮公

参木

阿木
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の ッ幻 肋 α

46ツ αr舳 α

5渉oη 妨 α

49纏 たゐα

10

4%∫ 彦504

πツZd9鉱 η8

〃3彦5乃αη 〃30

5η8σ"ZO



215晩

216冷

217熱

218陰

219晴

220今 日

221明 日

222後 日

223昨 日

224前 日

225今 年

226明 年

227後 年

228去 年

229薔 年

230一 年

231十 年

232百 年

233千 年

234萬 年

235萬 萬年

236正 月

237二 月

238三 月

239四 月

240五 月

241六 月

到

巴

翅

巴

巴

巴

巴

巴

巴

桑

巴

灘

劃

到

倒

治

賦

孫

日

阿

竹

替

薫

零

弥

臓

見

像

羅

羅

羅

寧

寧

治

竹

甲

東

翅

翅

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

木棋

恰

擦

渇

臥

畳

桑

嚢

漏

渇

打

桑

惹

那

羅

羅

羅

羅

羅

羅

羅

老

老

老

老

老

老
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4goπ8勉o

んゐツα85

'∫肋

卿 鮪 α乃 乃彦雇 ゐ5

5箆go伽 απ95

4ε ガη9

5σπ8π ツ脚

8ηαη9π 卸 η

妨 αプ5碗8

肋々 幻卿 μ

4α10

5¢〃810

9堵ゐθ5Jo(2)

ηα 魏 ツzη8

♂orη ツ伽8

Jo9`ε8

♂oろ 伽

♂oろ79ッ α'加 〃ψ α

Jo5加 η9彦 ∫ho

♂o肋rε'5んo

ZO肋r彦 ∫乃0航 ガ'∫ んO

gzα6α86ゴ8ρ α

漁 ゐα8ゆ5加

漁6α83π 〃z勿

痂 ろα ろ幼 ψ α

漁 加 伽8α ρπ

2」4戯4駕8勿
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臼

9
耐

9
召

月

月

月

月

月

一

七

八

九

十

十

月二

日

日

日

十

一

二

三

R
[

日

日

日

日

口
H

日

四

五

六

七

八

九

十

日

日

.

十

十

短

長

更

更

更

更

更

時

時

二

三

夜

夜

一

二

三

四

五

子

丑

巴

巴

巴

.

伽

像

巴

巴

巴

灘

治

賦
…

.

弥

巴

巴

治

賦
…
孫

日

阿

劃

劉

敦

節

谷

.竹

竹

竹

巴

東

東

東

東

東

観

親

灘

灘

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

像

弥

像

祢

像

像

像

弥

侭

灘

竹

竹

通

零

児

見

児

見

児

瓦

見

老

老

老

老

老

老

治

賦

孫

日

阿

竹

敦

節

谷

竹

臆

孫

参

参

阿

阿

阿

阿

阿

須

那
.
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之1ababdunPa

glaろaろrgツadPa

zJabadguPa

21a.babcutha〃zPa

xlaう α ろczagcigPα

£lababcugnoyisPa

ゆ の

9Ctgn)ig

gnytSnyt

8su"1nツt

ろxhi解 露

伽8αnyz'

.drugnツt'

bdunnoyi

brgyadnニ ソi

dgntnyt'

bcutha〃zPanツ 影層

gnPtisbcu(/nPtiscu)彦ha〃zPanPti

(9)su〃z(b)cutゐa〃zPanPti

〃ztshanthung

m彦shanring

rn8ar・dung8cig

rngardunggnoris

rngardz〃lggsu〃z

7η8αrdungbzhi

rngardunglnga

6翅badUStshod

no7・d%Stshod



269寅 時

270卯 時

271辰 時

272日 時

273午 時

274未 時

275申 時

276酉 時

277戌 時

278亥 時

思大観釧

里公観倒

補禄観釧

主観倒

大観到

禄観到

周鳥観到

斜観劇

器観到

柏観到

5彦α84π5彦5ん04

rゴgoη84%5彦 ∫ん04

塵ろη69吻5彦5ho4

56rπ 」4銘 ∫ ∫5ん04

r如4〃5'議04

伽8伽5彦5ん04

5ρrθ生%ぬ ∫ 励04

6ツα ぬ5彦5ho6

ゐ々醒 伽 ε 彦5ゐ04

頚 α84銘5'5ん04

花 木 門

279花

280菓

281梅

282杏

283桃

284梨

285竹

286木

287蕾

288蒜

289韮

290葱

291:萱

292米

293i妾

滅奪

昇奪

看菊見

看 卜

姐干

谷束

奴罵

盛

託児鳴

果巴

菊

宗

色麻

白列

卓
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〃Zθ∫08

5痂 η9診09

ん加 〃z5々)腓

肋 α〃z6銘

rg5アα 肋 α〃z

肋 ∫勧

∫"3ツπ9～5π ツπ8"3α

5痂 π8

ろ・αμ8α

5808ρ α

ん辺 π～ 舵 如 く 漢 語 「韮 」

(6)'50η9〈 漢 語 「葱 」

5rα4〃zα

塑7α5

8プ0



294稻

295松

296柳

297椀

298桑

299樹

300根

301草

302葉

303蓮:花

304紅 蓮

305白 蓮

306紅 花

307花 開

308花 謝

309花 朶

310花 蕗

311戴 花

312柑 子

/
313石 榴

314芭 蕉

315甘 庶

316核 桃

317櫻 桃

318菓 熟

319菓 落

320烏 木

盛

盛

機

盛

麻

包

見

卜

索

湯

章

看

打

董

ト

ト

奪

見

見

思

里

麻

麻

卜

滅

馬

鳴

棍

謝

耶

黎

丹

托

魯

羅

盛

鳴

撮

博

納

瓦

麻

麻

麻

麻

児

奪

奪

奪

奪

奪

卜

竹

剛

藍

見

菊

奪

奪

盛

糟

雑

羅

班

班

班

古

滅

滅

滅

滅

滅

新

孫

大

卜

大

安

昇

昇

出
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506α

'加 η83ゐ 勿9

」6αη8〃 躍

'5乃0556r5毎 η9(2)

4αr而 η8

∫40π9ρo

π5α.6σ

π5τσα

10〃3α

ρα4〃3α 郷 θ'08

ρα4〃zα4〃zαrρo

ρα4〃3α4加7ρo

劇r8錫 〃z～ 肋 〃3

吻 θ 彦08皇 ろツ6

御 θ'09ツ α5

御 θ ∫08rゴ1rゴ ♂

物'09μ α6〃zα

物'08疏08

5θ～56勧 妨 耀

5θ～5θ 乃麗hろ7%

彦α 」4Jo〃 ㍑

6π プα彿5雇 η8

4αr58α/5如r航 α～8α

απ4π4(?)

5ゐ勿9'08励05

而 π9ψ08拶 α6

伽 ∫伽8鋤8ρ ・



321綿 花

322苧 麻
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6

6

6

6

6

6

6

6

門腱

指

指
.

身

頭

耳

口

舌

眼

鼻

薗

身

手

脚

髪

面

心

腸

腹

嶺

腰

膝

手

脚

郭

南周

渇

摺

密

思納

索

密禄

劇巴

岡巴

驚

寧

足罵

蘇巴

馬嘲

:革巴

卜木

側巴足谷

岡巴足谷
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"Z80

rη α 〃z6ho9

妨 α

Joθ

〃zゴ8

5π α

50

〃毎1π ∫

♂α8餌

r紘 π8ρ α

5ゐ7α

ηgo

5η ツzπ8

プ8ツ π η2α

95π5ρ α

5ηzα7'α

r乃 θ4～5々 θ4ρ α

勿 ∫7πo

Jα9ρ α 〃z4gπ88z6

プんαη8ρ α 〃z4zπ88z6



633指 甲

634硫 頭

635洗 瞼

636費 心

637知 心

638心 寛

639心 窄

塞見〔 〕

托舎

驚竹

高剛車

三巴舎

三巴羊

三巴奪

5θr珈(〈56η 〃zo)

5ゐ7α ∫肋4

η80互 筋 彫4

説 α為 ♂α56ゐ θ(2)

6∫醐 ρα5乃 θ5

65α 〃z餌 ツα〃85

65α 〃zρ α408

衣 服 門

640裾

641練

642鮭

643靴

644機

645帽

646紗 帽

647束 帯

648大 帽

649/J＼ 串冒

650殖 條

651殖 杉

652雨 帽

653帳 房

654園 帳

思墨扇

契見麻

濫

鳥陳o

博

沙

伴沙

伴鶏剛

沙:車

沙充

星丹

星巴

叉見沙

旺鍾見

雨見瓦

∫〃zα485肋 〃z

40r〃zα

♂肋 〃z

妨 π ♂α

泌06

堵ん測4

4ρoηzん 測 α

のoη5ん8プ α85

彩1比槻61乞 θ

肋 型 α σ勧 η8

ρん醒 箆85如 η

助 ツ勿8ρ α

chαr2流 切 α

Cα487〈 ウ イ グ ノレ語

ツo♂ ろα

飲食門

655茶 ブα
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656飯

657酒

658肉

659油

660盤

661吃 飯

662吃 茶

663飲 酒

664吃 肉

665蘇 油 茶

666茶 冷

667茶 熱

668煎 茶

669胡 椒

670花 椒

671酒 冷

672酒 熱

皇

雑

旺

麻

見

麻

索

通

索

見

恰

擦

國

足

罵

恰

擦

薩

唱

沙

馬

擦

薩

托

唱

沙

麻

旺

旺

旺

薄

姻

唱

唱

2α 〃多α

`加 π8

5乃α

〃zβ「 ηα8

'5玩 σα

斑 彿α62:α 乃～2α

ブα850ご

6加 η8互 彦加 π8

5肋9∫oJ

"zα ア ノα

ゴσ 皇競 ッα9(5)

ブα'∫ 肋

ブα5為oJ

5ρ04r魏6(?)

8一ツθ「 ηzα

o乃απ8互 履々yα8(5)

`肋 η8彦5肋

珍 寳 門

673金

674玉

675銀

676銅

677錫

678鐵

679寳 石

680金 壺

塞児

舎

玉児

松塞見

染臓

託

領 卜車

塞免謄畢
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856「

∫ゐ6♂

4η創 」

堵⑳29856r

堵1㍑ π8

`6α95

r勿 ρo`乃 θ

9∫6rぬ 〃z6ゴ



681銀 壺

682金 蓋

683銀 蓋

玉児謄畢

塞見展賦

玉見展賦

4η9π 」4α 〃zうf

85θ7αzπ η8

4η 解`α π πθ

文 史 門

684救 書

685譜 命

686印 信

687圖 書

688文 書

689番 文

薩

名

鳴

子

計

義

者

高

窯

梯

以

博

互ゴα血 ∫αz

<漢 語 「諾 命 」

4α 〃z8α ～ 肋 α

〃z8♂～ 〃乞θ ア'58～'5θ

亜9θ

604ツ げ8

聲 色 門

690青

691紅

692黄

693白

694緑

695黒

696大 青

697大 紅

698柳 黄

699柳 青

700青 布

701白 布

702黄 布

703夏 布

温 卜

馬児 卜

塞見 卜

鳴見 卜

掌庫

納 卜

温 卜唄 卜

馬見 卜噴 卜

章麻塞鬼 卜

章麻温 卜

列温 卜

列噛児 卜

列塞見 卜

僧列
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5π80η ♪0

4吻 αプ ρo

∫8r♪0

4々 αrρo

Jブαη8肋%

πα9ρ0

5η90η ρOCゐ θη ρ0

伽 α7ρocた6π カ0

16α η8〃zα5θrρo

護6αη9〃zα ∫ηgoπ ρo

rα55π90π1》O

rα54肋 プ ρo

rα ∫3θrρ0

5θηgrα ∫



敷 目門

704壼

705戴

706参

707蝉

708伍

709陸

710染

711捌

712玖

713拾

714壼 拾

715武 拾

716参 拾

717舜 参

718伍 拾

719陸 拾

720染 拾

721捌 拾

722玖 拾

723壼 伯

724壼 千

725壼 萬

726萱 分

727壼 銭

728壼 雨

巴

巴

治

治

治

治

嵐

孫

・

阿

竹

敦

節

谷

縢

勅

蹴

鋤

附

附

蹄

軸

齢

舗

畷

軸

劉

飴

軒

山岡
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8αg

8πy'∫

85z6窺

ろ9んゴ

」η8α

4プ彫8

64観

6プ9ツα4

48π

∂`π'肋 解 ρα

86ゴ8ろc%

8η醒566μ

(8)5π 解(ろ)`%

6肋 ゴ6cπ

」η8α60鉱

4駕9(6)偲

64観(6)`%

ろrg:yα4(の6㍑

48銘 ろoκ

6rgツ α 彦肋 〃ゆ α

5'oη8'訪086ゴ8

肋r'励08`ゴ8

肋 加 π86ゴ8<漢 語 「分 」

40η9∫5θ ～ 励 θ～ π5θ80ゴ9

〈 漢 語 「銅 子 」

5π己η89α π9



729拾 雨

730伍 拾雨

731壼 百爾

732壼 千爾

733壼 萬雨

山竹灘巴

山阿竹灘巴

山甲灘巴

山東倒治

山翅到治

5rαπ8う6π'肋 〃zρ α

∫rαηgzη8α66%彦 ゐα彫 ρα

5r朋86ア 劃 α'加 膨 ρ4

∫rαη9∫'oη9∫ ∫乃ogc∫9

∫rαη9鮪 万'5んogcゴ9

通 用 門

734東

735南

736西

737北

738左

739右

740前

741後

742内

743外

744上

745下

746高

747低

748遠

749近

見

鳴

納

卜

瓦

零

講

沙

洛

奴

祥

院

葉

敦

爵

嚢

昔

園

窩

團

罵

塔

塔

5加 プ

疏o

ηπろ

6ツ僻8

8一ツoη

9・ツα5

卿ぬ π

rg:yα う

παη8

ρゐ亜

ろ♂α 加々

亘09照

吻hoη ρ0

4吻 盈 ろα

'加8万 π9

あ α9π ツ8

注

・阿波国文庫本(12行),静 嘉 堂文庫本(10行 上下二段)共 に 縦書 きだが,今,横 組 に変

え,語 彙には通 し番号を付 した。

・印刷の都合上,チ ベ ット文字,ペ ノレシャ文字,ハ ングノレなどは一切省略 し,ア ルフ ァベ

ッ ト(イ タ リック。ただ し引用部分には例外あ り)に よる転写形式 のみを記す。 引用 の
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場合についても同様。なお,Pepuxの 『TH6eTcKo・pyccKo-aHMH耽K曲c孤oBapb』 に

は露英同義の語釈 を並記 しているが,問 題 のない限 り,露 文部分は省略 した。他,語 彙

の引用に当 って は,原 文の体例 を無視 した場合がある。

・漢字音及びチベ ッ ト文語形式の音価については 〔 〕で 示 した。/及 び～で 示 したのは

複数 の可能 性が存在す ることを表 わす もので,異 形態 の共存を意味 す るものではない。

なお,こ の音価 は両者の対応の妥 当性 を説明することを前提と したもので あり,全 面的

な検討を経 たものではない。

・漢字の字体 は,異 体字については僻字を通 行字に改め,別 字と見 なされる ものにつ いて

は正 しておいた。

・引用文献の略称は次の通 り。

Al阿 波国文庫本(京 都大学所蔵複製写真)

S:静 嘉堂文庫本

L:ロ ン ドン大学本(ロ ン ドン大学東洋 アフ リカ学校蔵)

②:乙 種パ リ 。ア ジァ協会本

⑮:乙 種東洋文庫所蔵 明鋤本

◎1乙 種大英博物館所蔵 明紗本(Or4473)

⑥:同(15344d10)

◎:天 理図書館所 蔵清紗本

⑫:PepHxTu6eTcKo-pyccKo-aHr朋 茸cKH茸c匹oBapb

㊧:弦 恰蒜 主編 藏波大辞典

㊨:西 北民族学院藏文教研組 藏 波凋典

㊥1格 西曲吉札巴 格西曲札藏文辞典

㊧:子 道泉主編 藏波拉薩口語洞典

表 紙)題 籏はAで は 「西番館繹語九 」とあ り,Sで は 「繹語西番九回回+五 」とな っている。

今省略。
シハ ン

1a)Sは 第一行 「西番繹語」の下に割注 「西番ハ即打箭炉以西 ノ地 ニシテ即吐蕃 ヲ云 フ明
ウ スサン シサン

ニ烏斯藏 ト謂 ヒ清二西藏 ト謂 フ」がある。後入の手になるものにつ き省略。

1今 母音をVで 示せ ば,チ ベ ッ ト文語形式 のVmは 〔Vm〕の他 〔Vn〕,〔Vη〕,〔V〕の可能

性 をも考慮に入れてお く必要が あろ う。格桑居星(1985)の 巴塘方言ではVmが 一律

に鼻 母音化 している し,金(1958)の 昌都方言では前寄 りの母音(i,e)の 時 は〔Vn〕,

奥寄 りの母音(a,o,u)の 時は 〔VrP〕となって いる(p.46,55,83etc.)。 昌都方言に

っ いては例外も存在 し 〔Vn～Vn〕 の場合 もあるよ うだが,そ こに挙 げられている2つ

の例が共にaの もので あるのは何か規則性を求め得る ものか。西番語のVmは 殆んど

・n韻尾(及 び ・m韻尾由来)の漢字音によ って表 わされて いるが,18「 卜隆:bromJ(85

同 じ),562「空=khom」(563同 じ),686「re:dam]の 三例 は ・η韻尾を持 つ漢字で表わ

されている。 これに類似 するものと して190「僧:gser(mkhar)」 も挙 げることが出来

よ う。漢語 の側では既に 一m>nと な ってお り,(中 古の)m韻 尾 かn韻尾 かに よる
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4

6

12

13

使 い分 け は存 在 して い な い ので,こ れ を手 が か りと す る こ とは で きな い。

「老 瓦=2♂ α うα」漢 語 の側 が 〔lauua〕 の よ うに な って い る のは 西 番語 の〔lawa〕 のwを

重 複 して 採 って い る た め と考 え て よ か ろ う。 同 様例 に は,373,482,485が ある 。 西

番 語 の第 一 音 節 が 果 して 〔1〕で あ った か ど うか,判 断 を 下 す に少 し く慎 重 で あ らね ば

な る ま い と考 え る 。2Z・ に つ い て は他53-58,60,61,236-247及 び55が あ る が,

55を 除 き,い ず れ も同一 語 彙(月zZα ・うα)で あ り,注 音 漢 字 に 異 同 は見 られ な い 。 周

(1984)は ラサ 方言 にお い て21・ がnt(文)/ts(白)の 文 白異読 情 況 を 呈 して い る こ

と を報 告 す る と と もに 「古 音 夏 輔 音声 母*zl,在 康 方 言 中一 般 融 合 后 凄dz.」 と 述 べ て

い る(P.180-181)。cf.天 理 本 瓦α3「zlaba月 雑 瓦 」。 ア ム ド方言 に つ い て もRoerich

(1958)に"4α ・㎜α一hlne,mois.Tib.1it.2♂ σ・∂σ;Lh.4α."α;(cettefo㎜ese

rencQntreseulementdansIespriさresetIeschantsquiconserventlapronQnciationde

Lhasa).Danlalangueparl6edel'Amdo:4zδ."(p.133)ま た``4蠣,観gδ 一lune,

mois.Golok「42α ・㎜α〉 観2δ;Tib.1it.z♂ α・うα;"(P.142)と ある 。Jaschke(1881)で

は,Spiti及 びTsang,Uい ず れ も4α ・切α,KhamsはZ4α ・πα と な って い る(Phonetic

TableP.XVm)。Mlgot(1957)の 挙 げ る5地 点 の うち4地 点(K'ANG・TINGユ,2,

KANTZE.DE・GE)は4a測a,1地 点(TAOFU)は 堵♂a㎜aと な って い る(P.434)。 こ

の他,格 桑 居 冤(1985)の 挙 げ る例 に 「2♂α4々 αmda〃a「 月 亮 」(p.19)が あ る 。z1

が 〔1〕と な る方 言 の 報告 例 はSherpa方 言(西 義 郎 氏 の御 教 示 に よる)以 外 未 見 で あ る。

今,西 番 語 の 〔z1〕を 来母 字 で 表 わ す した と い う こと な の か,spellingpronunciationの

一 種 と して 驚♂〔1〕が あ る のか 不 明 。gJ〔nd〕 ～ 〔rd/ld〕を 来 母 字 で表 わ した とす る の は,

漢 語 方言(例 え ば 西 南官 話)のn～1混 同 を 考慮 に 入れ て も説 得 力 を持 た ない 。或 い は,

可 能 性は 低 いが 周 辺 の チ ベ ッ ト ・ビル マ 系 言 語 の 語彙 の窟 入 を考 え る必 要 もあ ろ うか。

cf,勾 く芳悟 「la1月 」(弥1982.p.243);ホ 巽 培 「月 亮1ulva」G小1983p.275);舞

矯 四 川喜 徳 方 言 「月 亮lo寸 取)弱(陳 等1985.p.233)そ の場 合 〔丑awa〕 と い う推定

形 式 もあ り得 る 。

275,313,343,356etc.の 例 か ら考 え る と,「 卜吝:∫ ρ7∫π」はspellingpronunciation

で あろ う。 或 い は 語 彙 に よ り,揺 れ が ある と い うこ と か。 乙 種 本 の影 響 も考 え られ る。

チ ベ ッ ト文 語 形 式 の(C)Cr・ に対 し,C+rの 形 で,分 けて 音 注 が 施 さ れて い るの はCが

唇 音 の場 合 に限 られ て い る(Cは 子 音)。

「恩 勒:鰯 」A,S同 じ。西 番 語 に お い て は 一♂は概 ね 脱 落 して お り,こ れ を表 わ して い

る 例 は非 常 に 少 な い 。ex.46=147,189,499=683,593,654.こ の うち593の 一 例 が 「力 」

を,189が 「蒋 」 を用 い て い る(前 者 は 誤 字 の 疑 い も な しと しな い)以 外,他 は いず

れ も「見 」を 以て 表 わさ れ て い る。cf.@Nα12「2π ρα 席耳 罷 露 」=@@⑥12,593

の 二 例 は 鰯 をCVICV2(V1÷V2)の 形 で 表 わ した もの か。

「白:ろ α」につ い て は,金(1958)に シガ ツ ェ方 言 で は 「(ba)phiε3霜 」(P.34)と あ り,

方 言 形 を考 慮 に 入 れ る と 漢 字音 が 〔p三ε～p`三の のよ うに 実現 され て いた と も 考 え 得

る 。 た だ し金(1958)の 挙 げ る 形式 が文 語 形 式 の 伽 で は な く,実 は 勧4に 対 応 す る
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も ので ある と考 え,13をbadmoと す れ ば 漢 字音 と の対 応 は す っき り した もの と な る。

た だ しこの 形 式 は未 確 認 。292の 注参 照 。

15パ リ本(以 下@と 略 。 便 宜 上,語 彙 に通 し番号 を付 す)No.15「 動 αtshon虹 蜆 恩 札

窟 」,大英 博 物 館本15344d10(以 下 ⑥ と略)「 動 σtshOn虹 蜆 恩 雑 鼠」,.天理 本(以 下

◎ と略 。 語彙 に通 し番 号 を 付 す)Nα15匝 」翅tshon虹 蜆 乱 鼠」。 以 下,⑥ ⑥ に 注 目

す べ き異 同 の な い場 合 は@の み 掲 げ る 。 『藏 汲 大 辞 典』(以 下,㊧ と略)に 随 知hgur

日月 彩 量 弧 形 長 虹 」(p.891)と あ り。PepHxの 『TH6eTcKo・pyccKo・aHTnHticKHti

cnoBapb』(以 下,⑪ と 略)に は 「璽廼 皇khorcircleoftherainbQw」(3P.181)と

あ る。 後者 の形 式 も漢 字 音 注 と対 応 して い る 。

18Wen(1948)は 「aBasicvalue〔a〕__Before・bitisstill〔a〕 」(p.69)と す るが,金

(1958)に は 「帯 后 置字 母(ba)的 在 拉 蒔Ei喀 則 悦 倣ap或ep」(p.95)と ある。 今,

Migot(1957)の 挙 例 か ら該 当 す る もの を取 り出せ ば 「rgyab__(dos)_...TAOFU

rjt'ob,KANTZEj'op;thab_...pOele__TAOFU'加 ρKANTZEthoPDE.GEth5;

thabs__chance__K'ANG・TING2thoPs.TAOFUth,PsKANTZEthop;chab.._.

repr6sentant__K'NG・TIING2tshoP;'abpa__aboyer_...K'ANG・TINGltop.pa

K'ANG-TING2%か ραTAOFUtop・paKANTZEαeppa;rab......trさs.._。K'ANG.

TING2rro/δpKANTZErop;labpa.._.parler......K'ANG-TING210Ppa・TAOFU

lαep・pa,KANTZEIop・pa」(p.425-436)と い った もの が あ る。 こ う い った と こ ろ か

ら,「 緯:chab」 は 〔t§`aP〕1〔tC`aP～tC`aり〕 の 他,〔t§`uo〔P)～t§`o(P)〕=〔tq`op～tC`o?〕

の よ う な対 応 も考 え られ る 。78に 同様 例 。 「卜隆:bromlに つ いて は1の 注 参 照 。

20「 沙:xhabs」 この 例及 び 「沙:2hwa」(506,645,646,648,64g,652),「 縄:

2hing」(105,172-175)以 外,2h一 は全 て 日母 字 に よ っ て表 わ され て い る 。 「沙:

xhabs」,「 沙:xhwa」 に つ い て は 〔恥 〕(併 音 符 号 で示 せ ばra)の 字 音 を求 め られ な

か った た め,声 母 の一 致 を あ き らめ た も の と考 え られ る。

21「 鎖 禄:xur」 チ ベ ッ}文 語 形 式 の 一rは西 番 語 で は 「兜 」で表 わ され て お り,例 外 は297

(?),426,570,596,670で あ る。 この うち570,670が 一nで表 わ され て い る以 外 は い

ず れ も 「見」 が表 わ され て い な い。 こ の うち297は 推 定 形 式 に 問題 が あ る。426は425

及 び653の 例 よ り,ま た596はgserbe表 わす 他 の 例(498,501,574,633,673,680,

682)に い ず れ も 「児」 が ある と こ ろ か ら,と もに 脱字 の可 能 性 が 強 い 。 推 定 形 式 に

なお 問 題 を残 す が,12が 正 しい とす れ ば,こ の21も 試 案 と して 呈 示 す る余 地 は あろ う。

12の 注 参 照 。

22「 團:mthon」 チベ ッ ト文 語 形 式 の 一〇n・omに 現 代標 準 音 で ・uan(頭 子音 が唇 音 の と

きは ・an)の 韻 母 を持 つ漢 字 が 当 て られ て いる 例 は 少 な くな い。ex.355,399,473=

646=647,606,746etc,こ れ は 桓 韻 及 び これ に 相 配 す る緩,換,(末)韻 が 〔・uon〕

の よ うに実 現 さ れ て い た た めで あろ う。 た だ し,344,399の 例 もあ り,・onの 音 価 に つ
く

いては今少 し慎重であ らねば ならない。cf.團tu6n(『 西儒耳 目資』),t`uan(『 洪武正

韻課訓」)こ れ らの表記 が当時 の発音を 忠実 に表わす ものか ど うか疑問 のあるところ

(193)



26

Q
ゾ

2

2

Q
り

4
轟

【0

6

7
-

8

9

∩O

nj

Q
U

3

3

3

0

1

4

4

4

5

ρ0

7

4

」4

」4

4

だ が参 考 に は な る。 以 下,同 様 の例 に は 一 々 言及 しない 。 語頭 子 音 の対 応 に つ いて は

67,402の 注 参 照 。 なお ハ ングル の転 写 は 姜(1974)に 拠 った 。

「思 干=5磁 駕」 に つ いて は,語 彙 に よ って 前 接 字 のs・ が発 音 され た と す る よ り乙 種

本 の影 響 又 はspellingpronunciationの 可能 性 を考 え る べ き と思 われ る。 同 じ形 式 が

168で はs・を発 音 して い な い。s・ を表 わ して い る例 はそ うで な い 例 に比 べ かな り少 な い

(ex.他 に159,269二329,433,460,609,618,640)。 他,同 一形 式 が26と168(脱

字 がな い もの と して)に お け る よ うなdoubletを 成 して い る と考 え られ る例 に つ いて

は,39,312,467の 注 を参 照 され た い。

Sは 「 卜」 が殆 ん ど欠 け て 見 え な い が,カ ナ は 「ポ 」 と ある 。

「9ηα97z血4zじ4」と推 定 す る 余 地 もな いで は な い が,Wen(1948)に"郡Basicva互ue〔6〕,

beingent玉relymixedupwithf.Beforethefinal・4,・ π,・♂and・5,itis〔Y〕,being

mixedupwitho、"(p.69)と あ り,「 特 嘘4%4」 は や や苦 しい。 「特:4α4」 で あ れ

ば,西 南 官話 音 な ど を考 慮 に 入 れて,〔t`e〕:〔tε ～t`ε～dε〕と い つた対 応 を想 定 で き る。

Sい ず れ も 「綜 雲

碗 助 励 伽 旅 ㎜ な どの形 式 が考 え られ 得 る が,い ず れ に せ よ 「唄」 が 対 応 して い な

い。 今 「卜吝 」 を衙 字 と見 なす 。 「喧:⑫ 勿」 に つ い て は,「 唄」 の現 代 標 準音ch6n

か ら見 て 有 気:無 気 が合 わ な い よ うで ある が,偏 労 読 でzhδnの 如 く発 音 され て いた

と考 え られ る 。473,696=697の 例 は01昭 ηに 当 た る が,こ れ らは い ず れ もintervQcalic

の位 置 に あ り,チ ベ ッ ト諸 方 言 同 様,西 番 語 で も この位 置 にお い て 有 気;無 気 の 対 立

が 失 な わ れて い る と考 え られ る ので(ex.474,479etc.),反 証 と は な らな い 。 母 音

の対 応 につ い て は〔e〕:〔i〕の他 〔e～∂〕:〔o〕と も。51の 注 参 照 。

S「 雲 聞 卜吝 謝」 は誤 り。Aに 従 う。

西番 語 に おい て も,現 代 ラサ 方 言 な ど と 同様 、intervocalicの 位 置 で は 声 母 の有 気:無

気 の対 立 が 失 な われ る ので,垂 航7恕 の 可能 性 もあ る 。ex.59「 占:c伽 」(=378,474),

89「 戦:`1加 」,114「 口葛:ん1此z」(=182,198,744),176「 奪:'hog」,189「 唄;c肋 η」

(=473,696,697),201「 鳴:〃z勧 α7」,283「 干:々 肋 魏」,324「 卜:ρ 勧9」,417

「雑:'5肋 」,465「 大:診 肋g」,468「 介:々1昭65」,479「 谷:舶 刎(=480),504「 節:

cllα5」(講603),635「 竹:μ1ぬ4」

S「 日長 弥 麻 通 」 は誤 り。Aに 従 う。

S「 日短 祢 麻 祭児 」 は誤 り。Aに 従 う。

S「 日中 弥 麻 足 見 」 は誤 り。Aに 従 う。

「足 見;μ2%7」 。 「足 」 に は 〔tsu(P)〕(47,631=632)及 び〔tsy(?)〕(66,.626)の 二

S「 青空

S「 白雲

S「 黄雲

S「 紅雲

S「 黒雲

A,

卜呑温 卜」は誤 り。Aに 従 う。

卜呑鳴 卜」は誤 り。Aに 従 う。

卜呑塞 」は誤 り。Aに 従 う。

卜呑馬児 卜」は誤 り。Aに 従 う。

卜呑納 卜」は誤 り。Aに 従 う。

卜吝 唄旺」とする。 これが正 しいとすれば,ψ7勿 動麺6距 ㍑,

(194)



50

51

57

60

-

【0

ρ0

ρ0

ρ0

7

ρ0

ρ0

72

75

78

音 あ った と 思 われ る 。669は 未 詳 。

S「 日影 弥 麻 築 止 」,A「 日影 像 麻 纂 止 」 い ずれ も通 行 の 字書 に は見 出 得 な い 僻字

で あ る。 今,「 薬 」 と して お くが 確 た る 根 拠 は な い 。 発音 は 現 代 標準 音qinに 対 応す

る形 式 を採 る べ き と考 え る。

「葱:μ2刎 に つ いて は,Wen(1948)に"∫Basicvalue〔6〕......BeforethefinaIs

一彫and一 η,itisanobscure〔g〕,sometimesevenIike〔6〕."(p.69)と あ る。

S,Aい ずれ も 「月 明 老 瓦 鳴 見 」。次 の58の 例 及 び,30,367,584,612,693,701の

例 か ら,脱 字 の 可能 性 が ある 。cf.587

S「 月 影 老 瓦 纂 止」,A「 月 影 老 瓦纂 止 」,50の 注参 照 。Sの カナ 音 注 は 「ラ。ウ ワア

ツ イ ンツ ウ」。

「急:錬 刎51の 注 参 照 。

「紐:η 翅 η9」 に つ い て は,Ray(1965)に 「/π解 π翅/`afe寅 」(P.338)の 例 あ り。

母音 の下 のcedillaは そ の音 節 に ス トレス の な い こと を 示 して い る。 或 は ・りの脱 落 し

た 異 形 態 が 口語 形 式 と して 存 在 して い た か。 とす れ ば 金(1958)に 昌 都 方 言 につ いて

喫く其 他 鼻 音 尾(即 ・n,・η一 引 者 注)也 常 失去,尤 其 在 一 介双 宥 洞的 第 二 介音 蓄里 是 如 此"。

(p.46)と あ る現 象 が 西番 語 にお い て も存 在 した こと に な る。 た だ し,πy・(=㎜ ッ・)の音

注 に は奇 妙 な もの が 多 い。 例:「 娘 」ηyα(353,459),「 紐 」 ηy観g(65,559),「 体,

賦 」πy勿(221,222,224),「 納 」 ηッαg(200,434),「 奴 」5πzッ%g(285)。 いず れ も

近 似 の漢 字 音 を 求 め難 か った た め と す る の が今 の と こ ろ最 も妥 当 なと こ ろで あ ろ う。

S,Aい ず れ も 「宿星 足 臨 見 」 と す る。 誤 り。 「足 」 につ いて は47の 注 参 照 。

「駝:'加g」 は 〔t`uo〕:〔t`o(P)〕 の 他 〔d`uo〕:〔t`o(,)〕 の よ う な対 応 情 況 の可 能 性 も考

慮 して お く必 要 が あ る。402の 注 を参 照 され た い 。

S「 風 来 弄 客 」 は誤 り。Aに 従 う。 「容:ッoηg」(=180)に つ い て は 他 に 「容=

g娩oπg」(430)と い う音 注 例 も あ り,方 言 音 の 混 在 を思 わせ る。

「蔵:魔 απg」493に 重 出 。 チ ベ ッ ト文 語 形 式 の2・は専 ら心母 字 を 以 て表 わ され て い る 。

ex.12「 思 勒=2∫ ♂」,21「 鎖 禄:彫7」61「 散:g2翅(餌 飯π)」106「 散lzα 翅」(=153

-157) ,431「 索:20」,497「 索=加o」(=498-511),441「 薩:瓢g」,472「 桑:

2侃g」,501「 松:2伽g」 。 例 外 は邪 母 字 の554「 斜見:2θ7」,従 母 字 の75=493及 び661

「雑:加 廼 ～ 脇 」,そ して 精 母 字 の564「 藪:62月(=565)で ある 。 これ ら の例 外 は

呉語 特 有 の 方 言 的特 徴 を背 景 に生 じた も の と解釈 で き る。 つ ま り,そ の 字 音 体 系 は 邪

母 と従 母 の 合 流,よ り具 体 的 に 言 え ば,(一 部 の)呉 方言 に見 られ る よ うな邪 母,従 母 い

ずれ も〔z〕とい う特 徴 を持 って い た と考 え られ る 。564に つ いて は 従 母 の又 音 を 採 る か

も し くは,「 慈 」「磁 」な ど の誤 写 と 見 なす こ とで 例 外 か ら と り 除 くこ と が で きよ う。

105,276,283,402の 注 参 照 。

「博:塑 α6」 金(1958)に シガ ツ ェ方 言 に 関 し 「(a__)又 帯 韻 尾P時 也 常説 成 ∂。

例 如1(srab)§a(θ)P1馬 街」(P.36)と ある 。82(=83,319),111=134,117に つ い て

も同様 。 な お,644に は 「博:塑o列 が あ る。
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108S「 泉

mう ッ・を唇 音 字 で表 わ して い る例 は 他 に見 当 ら ない 。cf.40,62,276etc.地 域 的 には 合

わ な いが,Jaschkeに"6y4解 α(C.*∫ 膨 脚.*,W.*う ♂脚*)san4"(P.378)と ある 。

金(1958)は 「沙(byema)」 に つ い て は ラサt¢e3ma3或tChe3ma3,シ ガ ツ ェtQhe3

ma3,チ ャム ドGe3ma3と す るが,う 》 の挙 例 で 「給(byin)」 が チ ャ ム ド方 言 でbin3

と な って い る例 が見 られ る(p.66)。 墾(1987)の 報 告す る と こ ろで も衛 蔵方 言 に 属 す

る鳴 ホ 及 び 措勤 方 言で と もにp三a14と な って い る と こ ろ か ら(p.79),西 番 語 で も〔bi(e)

ma〕 と な って い た こと は 疑 い な い。

111「 把:γ 肱 」 の対 応 につ い て は,前 接 字 の ア・を発 音 して い る例(262-266,377,459,

489,549)の うち,初 頭 音節 の場 合 は549の み で,他 多数 の例 に お いて γ・を 発 音 して

い な い と こ ろ か ら,問 題 な い も の と考 え る 。26の 注 を参 照 さ れ た い。 「洛=7」 α65」 の

対 応 につ い ては18の 注参 照。 〔1αP⊃:(1αp～1αP〕 の他 〔1uo～10(P)〕=〔lop～10P〕 のよ う

な 関 係 も考 え得 る 。

11222の 注参 照 。

113S「 水低 黎 罵 瓦 」 は 誤 り。Aに 従 う。

(196)

79S,Aい ず れ も 「雨 注 叉 見 巴緯 」とす る の は 誤写 。丙 種 百 夷館 訳語 では 「風,風 吹,風

息,風 大,風 小,風 来,雨,雨 下,雨 住 」(S,L;Aは 前 半 や や 乱 れ る),同 畏 兀 見 館訳 語

(S,A,L)で は 「風 起,風 息,風 大,風 小,風 来,… …,大 雨,小 雨,下 雨,緊 雨,細 雨,雨 住 」

と並 ぶ 。西 番館 で も体 例 か ら して,「大 雨,小 雨,雨 下,雨 住,有 雨,無 雨 …… 」 と あ るべ き。

8278の 注 参 照 。

83同 上

8413の 注 参 照 。 「薩:舘 αう」は〔sa(?)〕:〔sap～sa7〕 か 。 声 母 につ いて は291の 注 参 照 。 韻 母

の対 応 に つ い て は101(?),405=511,553の 同 様 例 が あ る。18の 注 参 照。cf.441.「 薩:

20g」 た だ し,異 な った 表 わ れ 方 もあ る。ex462「 哨;辞 の 」。

85「 叉:垂 耽々y¢9(の」 舌 歯 音二 三 等 の字 が 餓y・ を表 わ して い る 例 は他 に383の み 。 ッ々・,

gッ・の例 な し。 「緯:c肋 う」 につ いて は18の 注 参 照。

88S「 山 契 」,A「 山黎 」 い ず れ も可 。 今,112-127の 例 に 対 しAが 一 律 に 「黎 」 を 当

て て い る と こ ろ か ら,Aに 従 って お く。

101「 擦:742α う」 チベ ッ ト文 語 形 式 に お い て,前 接 を 持 つ 有声 声 母 は,現 代 チ ベ ッ ト諸

方 言 で は 有声 音 も し くは 無声 無 気 音 で 対 応 して い る。 西 番 語 で も 同様 。 「擦」 は誤 字

の 可能 性 が ある 。 「74加6(1)汚 泥,泥 潭 」(㊧p.2351)は 意 味 の上 で も対 応 に 問題 な

しと しな い。

102S「 園 嘲 見 」 は 誤 り。Aに 従 う。

105「 縄:驚 痂9」 又,172-175に も。 これ と 「沙:z肋 う」 及 び 「沙;2舳 α」 を 除け ば

πん は全 て 日母 字 を以 て 表 わさ れ て い る。20の 注参 照 。 こ の場 合,日 母 字 に近 似 の も

の を求 め られ なか った た め(cf.138「 認 瀦1加g」,239「 日:肱 毎」=251,265,525,

533,707,717)と の 解釈 の 他,呉 語 も し くは 江 南 読書 音 と い った 方 言 的要 素 の窟 入

を 老慮 に入 れ る 必 要 もあ る。75,276,283,402の 注 参 照 。

出蜜 」,A「 泉 出密 」 い ずれ も可 。今,477,478の 使 用 例 よ りAに 従 って お く。



115S「 山下 黎 窩納 」Aに 従 う。88及 び458の 注 参 照 。

116S「 山前 黎敦 」Aに 従 う。88の 注 参 照 。

117S「 山後 黎 爵 」Aに 従 う。88の 注参 照 。18及 び 「爵:gッ αう」の韻 母 の 対 応 は 〔y9(P)〕:

〔jop{づ♂ 〕か 。741も 同 じ。

119S「 山脚 黎 岡巴 」Aに 従 う。88の 注 参 照 。

121「 尊(木):π58@o)」 の音 注 は 後 続 す る音 節 と の結 び つ き が緊 密 で ある こ と に起 因す

る と思 わ れ る。 同 様 の 例 と して は 「染 賦12加 πθ」(502,677);「 班 麻:ρ α4〃zα」

(303-305);「 丹麻:垂4励 〃3α」(310)が あ る。 鼻 音 の 末子 音 を持 た ず,か つ後 続 す

る音 節 に 〃Z・,長 の ない 西 番 語 の音 節 に 対 し,鼻 音 韻尾 を持 つ 漢 字 を 当 て て い る例 と

して は,「娘:π ツ¢」(353,459),「 言(隆):ツ αγ(5Zoπ9)」(570),「 参:桑 おんzJ,う ㎜ ♂」

(544,594)が あ る。 こ の うち 「娘 」 につ い て は65の 注参 照 。 なお,「 尊 」 がu介 音 を

欠 くのは 方 言 的要 素 の現 わ れ で あ る 可能 性 があ る 。313「 孫」 も これ と 同 様。75,276,

283,402等 と 同一 の性 格 の もの で あ ろ うか 。

124S「 山 澗 黎 瀧巴 」Aに 従 う。88の 注 参 照 。

127S「 雪 山 渇瓦 黎 」Aに 従 う。88の 注 参 照 。

128145か らみ て 「卜」 は 街 字 の 可能 性 あ り。

129「 哨=57α う」声 母 につ いて は 漢 語,西 番 語 の双 方 に 〔§〕の 他 〔s〕の 再 能 性 を考 えて お く

必 要 が あ る。cf.84「 薩:57α ろ」 又359の 注 参 照 。 韻母 に つ いて は 〔au～ つ〕:〔ap～au?～

op～ ♂ 〕の よ うな対 応 の 幅 を 考 え うる(146,437,439,445,508も 同様)。 αう〔au,〕は

格 桑居 星(1985)の 巴 塘 方 言 に見 られ る 。 〔P)は 後 続音 節 が あれ ば脱 落 す る(p.24)。

な お,嬰(1987)に よ れ ば,同 じ巴 塘 方 言 及 び衛 蔵 方 言 の 支伯 方言 で は 訪 〔au〕と な っ

て い る(P.80,83)。18の 注 参 照 。

130S「 水 渾 出 烏 」 は 誤 り。Aに 従 う。

134「 洛=7Zα う5」に つ い て は18の 注 参 照 。

144西 田(1960)に 拠 っ た。Jaschke「74一 うα1。endosure,fence,wall」(p.521),㊧

「ρんz7れ2)対 岸,彼 岸 。」(p.1697)㊤ 「駕 う ① 灘。 江 河 中 水 浅 石多 可 以 徒 渉 的地 方 」

(P.2661)及 び 「γα95名 詞 。 提,水 唄,水 圓」(P.2640)も 可 能 性 あ り。J装schke「 うα冠 ∫9

W.afieldorestateIettoapersonforthete㎜ofhisIife,forusufruct.」(p.367)

は意 味 が合 わ な い 。藏 汲 凋 典(㊥ と 略)の 「7ゴ52.区 域;境 界 」(p.838)は 関係 あ る か。

145128か ら見 て,敏 字 の可 能 性 あ り。「出鳥 丁 零 ト6勉 うog漉gγ 伽gρo」 か。

146129の 注 参 照 。

154「 列:Zθ 列 につ いて は 〔lie(?)〕:〔lep〕 の他 ⊂liee)〕;〔liep〕 と 〔1の:〔lep〕 の二 様

の可 能 性 を考 慮 して お く必 要 が あ る。 前 者 に つ い て は未 確i認 だが,292の 例 よ り存 在 が

予 想 され,後 者 につ いて は 漢 語方 言(北 方 方 言)側 で,「 列 」 が 「烈裂 劣 猫 」 等 と

共 に 〔lai〕,〔1ε〕 の よ うに発 音 され て い る場 合 が あ る か らで あ る。ex.河 北 魏 県(6p,

113)。 河 南 碓県(6p.66),同 裏 県(3p.9)等 。()内 は 『方 言 与 普 通 活集 刊 』 の

本 数 と 頁 数 を示 す 。

(197)



15926の 注参照。

16826,159よ りみて,或 いは 「思干藍5々 α〃z♂α窺」の可能性 もあるが,脱字 な しと見なす。

26の注参照。

171「 路平」 の 「平 」は対応するチベ ッ ト語形式か ら考 えて,「 平坦」 ではな く 「平安」

の意。

173「 轡:μ θう5」チベ ッ ト文 語形式 の ・》(yabtags)を 伴 なわない θは概 ねi介 音を持 た

ない音注漢字によって表わされているが,若 干 の例外 がある。109「 丁:Z'θπ9」,154

「列:あ う」,220「鍾:4θ 」,381「 畳 烏:7'θ如 」,425「 愚:54θd,(=426),653「 聾:

ぬγ」,178「 滅:耀 」(=279,303,307-311,591),454「 滅:7〃zθ4」,312「 新:5θ

(塑7〃)」,520「蓮:g伽 」,554「斜見:2θ7」,608「 店:7伽 」 この うちe及 び 伽 の もの

について は西番語にその原因を求めることがで きる。178及 び520の 注参 照。双方の音

韻体系の違いによる,注 音の限界について 十分留意せね ばな らないことは言を待たな

いが,西 番語においては θ〔ie〕の条件を今少 し広いものと考えて もよかろう。

176「 奪:痂9」 西番語では現代ラサ方言 同様,非 初頭音節声母は有気:無 気の対立を失

ない,い ずれも無気で実現される。41の 注参照。

178「 滅:me」 金(1958)に``e和 帯有鼻音尾的en当 有双唇声母p或 舌尖前声母tth1

時,常 説成ieien"(p.53)と あ り。 他に 「墨:㎜4」(=81,557)が あるところか

ら,漢 語の側 で西番語の 〔me〕を表わす のに苦 しんだ結果ともとれるが,〔mie〕:〔m三e〕

で あった可能性 も十分考慮 に入れる必要がある。

180「 容:ッoπg」72の 注参 照。

18178,111の 注参 照。

192同 じ丙種本の百夷館 謬語 にも 「北京 大都」 と見える(S,A,L)。 また乙種本の百

夷館鐸語においても 「'α∫'z6z6コヒ京 　都」とある(東 洋文庫所 蔵明鋤本及び 大英博

物館本15344d10)。 転写にあたっては,西 田(1972)を 参照 した。 なお,こ の二本 は

筆者が確認 し得 たテキス トという意味で挙げてあるにす ぎない。以下同様。

193丙 種本百夷館 繹語 に 「南京 南肇」(S,A,L),同 回回館課語に 「南京 噛台」(S,

A,L)と ある。乙種本では,や は り百夷館繹語 に 防α〃3疏ωの 南京 哺台」とある

(上掲の二 本)。 また,八 百館 繹語に も 「π昭 伽 の 南京 南台」とある(大英博物館 本

ユ5344d10)。 転写 に関 しては,東 京外国語大学AA研 の新谷忠彦氏よ り 御教示を得た。

194西 田(1963)に 従 う。筆 者と して はそ の 依拠す るところを理解 していないので(?)

を付 してお く。「沙聰」は漢語地 名 「沙坪」 に 対応するのではないか。 「末嘲班:耀

〃ぬ メ)んzη」 カ、。

196同 じく西 田(1963)に 拠 る。「鳴畜:4g麺g7訪 」 に関 し未確認 につ き,や は り(?)

を付 した。

200西 田(1980.p.22;元1967)に 拠る。㊧ 「7短πyσg7αうεg侃g._..木 雅熱図。鴉碧江中

游奈部地帯古名,是 下区奈 甘思六 図之一。地在今四川甘孜藏族自治州乾守以奈 康定等具

境。」(p.2068-9)東 洋文庫明紗本(以 下⑤と略 。語彙に通 し番号)で はM21「 漉 ηッαg

(198)



河 西 迷娘 」 と ある 。 「嘲 卜:勉 ろ」 の音 注 は 他 に例 を 見 な い 。或 いは 「卜」 は誤 字 か 。

そ の場 合 「鳥 」(?)と して7α6〔rau〕 を表 わす もの とす る考 え と,「 思 」(?)と して,

7α6の ・う では な く次 の5g侃gの5・ を 表 わす も の とす る考 え が あ り得 よ う。前 者 は 同 様

例 な し。後 者 の 方 が 可能 性 は 大 き い 。

201⑮ で はNα25「6加 脚 罐 肋7駕 昌 初 麻 木 渇 見 」 と あ る。 西 田(1970)で は,文 語 形 式

と して`勧7脚 讃 α7を 掲 げ て お り,西 田(1963)で も`勧 γ7πα4加 γ5α σ11αと な

って い る の だが,依 拠 す る と ころ を確 認 して い な い の で,⑤ の形 式 を採 用 して お く。

202㊧ 「79ツα」魏070ηg=蟹 ッαZ魏o'5加 肋70η9_...甲 絨 。 甲摩 擦 瓦 絨 。 脱 思 麻地 区所

有 三 大 谷 地 中,旧 時 号 称 大 小 金 川 十八 家 土 司所 在地 区 的 恵 名 。 今属 四川 省 阿 颯藏 族 自

治 州 。」(p.556)cfStein(1961)p.29及 び巻 末 地 図。

204②Na7ユ2.「51吻9伽 η 臨 挑 盛 棍」=⑥

205⑤Nα26「 うッαπ8'πgo5涼 州 祥 俄思 」

206「 昔:ψy'4」 。 カ ム方 言 で は メツーは普 通 くt¢〕 で実 現 され る が,J装schkeに 吻 鋤

Khamsκ 蕊4(皿.PHONETICTABLEp.xx)と あ り。

222「 賦:π ッ刎 に つ い て は65の 注 参 照 。

224『 藏 波 対 照 常 用 洞江 』(以 下 ㊧ と 略)に 「々 肋 ηッ勿 彫o前 天」,「々 肋 πッ珈 紘 前 天」(p.69)

あ り。 ㊧ は い ずれ も収 めな い が,πy勿 ρFπ:y勿 〃zo」(p.953)と あ る と ころ か ら,

崩 α πッ勿 ρα と い う形 式 が あ り得 る と考 え る 。 ま た 「巴 」 が 衙 字 で あ る可 能 性 も あ る。

「蔀:π ツ'η」 に つ い て は65の 注 参 照 。二 日前 とい うこ と で誤 ま って 「郁 巴:g頭5釦 」

と した か。 た だ しこれ で は 「前 日」 の意 味 に な らな い。

227㊥ に 「幽 舵5〔 名 〕 以 前 或 以后 的 肘1司,如:g21撚 πッ伽 大 后 天,g21榔 痂 前 年 」(p.

762)。 また 「格西 曲札 藏 文 辞 典』(以 下㊥ と略)に は 「g2hf〔 増 〕… …6.或 作z融 時 間 或

菜 属 美 系 的一 神 限 定:如2勉 痂g函 年 以 前 」(p.746-747)と あ り,g21廓 ～g2痂 ～

z勉 は 同 一形 態 系 の異 形 態 と考 え られ る 。 今g21廊 を採 る。 た だ し,望1螂Zoと い

う形式 は未 確 認 。 「惹 羅:γ 」θ5Zo」 と す る の は対 応 に 問題 が残 る。 日母字 は,601の 例

を 除 き,専 ら2ゐ 一,・7を 表 わす の に 用 い られ て い る 。

258S「 廿 日 賦 竹 灘 巴体 」,A「 二 十 日 臓 竹 灘 巴郁 」Aは この 字 を 用 いて い な い 。S

もこれ 以 外 で は 用 いて い ない 。Aに 従 う。

259S「 光 日 孫 竹灘 巴 郁 」,A「 三 十 日 孫 竹 灘 巴 侭」258と 同様 。Aに 従 う。

267「 須瓦:6ツ π うα」337に 重 出 。 ㊧ 「うッ%加 〔rnyin9〕 う画 うα 鼠 。」(P.1887)〔rnyin9〕

は古 字 の意 。 「須 瓦:う ッf肋 」 と も解釈 で きな い こ と は ない 。 そ の場 合6ッ ∫肋 は

〔属iwa～Oiwa〕 で,wを 第一 音 節 と第 二音 節 で重 複 して 表 わ した とす る(cf.4,373,

482,485参 照)か,呉 語 の一 部 で 「須」〔si〕の よ うに な って い る と こ ろか ら,呉 語 も しく

は 一 種 の江 南 読 書 音(?)の よ う な方 言 的要 素 が窟 入 した と考 える 必 要 が あ る。(cf.75,

105,276,283,401)。 同 種 の 問題 が576に も ある 。

270Giraudeauに 「LAPIN.7∫goπg.1γ ∫ うo㎎コ(p.166)と あ る。 後 者 の形 式 のみ 載 せ る

辞 書 が多 い が,実 際 の発 音 に つ い て はBell,(P.390)Goldstein(P.1083),「 藏 波 対 照

(ヱ99)



拉蒔 口沼 洞 典」(以 下 ⑳ と略p.918)よ り前 者 の よ うで あ る こと が窺 わ れ る。

276「 斜:の α」351,352,383,387に も。 こ の対 応 に3つ の解 釈 が あ り得 る。 一 つ は,

西 番 語 が 〔昂a〕で近 似 の 漢 字音 〔sia〕を求 め 難 か った と す る もの,も う一 つ は 西番 語 が

襲 ∂〕と な って い た た め,「 斜 」 〔sie～cie〕 を 用 いた と す る もの。 残 る 一 つ は 呉 語 も し

くは 江 南 読書 音 と い った 方 言 的 要 素 の窟 入 で ある 。 即 ち,西 番 語 が 〔羅a〕で あ った の に

対 し 「斜 」〔zia畷ia〕 を 当 て た と す る 。 こ の うち 第2の ものに つ いて は,他 に382「 牙

:勿 α」 の 例 が あ る。382の 場 合 のみ 語 彙 的 に 固定 され て 〔環a〕と な っ て いた とい うふ

うに とれ な い こ と もな い が,包 括 的 な解 釈 が望 ま しい。354「 斜:5々 ツσ」 の例 もあ り,

速 断 は 慎 ま ね ば な ら ない が 第3の 考 え を と る こ と に よ り,他 の 幾 つ か の間 題 ある対 応

に つ い て も合 理 的 に 解 釈 で き る こ と に注 意 され た い。75,105,283,402の 注 参 照 。 な

お,307「 謝:塑 ッθ」,361「 篤:ρ 妙8」 は これ に 該 当 しな い。

282「 卜:伽 」 に つ いて は,415,581,593(?)(cf.429=680=681)の 同様 例 が ある 。 伽

(344,471)及 び うoは 「烏 」 で表 記 され る こと が 多 い が,語 彙 に よ って 違 い が あ

った と い う こ とか 。

283S「 桃 姐 干 」,A「 桃 姐 千」。Sで は カナ に よ る発 音 表 記 は ツ ィ、と な っ て お り,「姐 」

とと れ ない こ と もな い 。 「姐:7gッ α」 は435に も。西 番 語 で 同 音 と考 え られ る 例 を拾 う

と次 の通 り。195「 頁:7gッ α」(=477),232「 甲=う78:yα 」(=731),459「 家:7gyα 」,

(cf.97「 勇=7gッ α(〃z∫∫加)」(=144))。 これ らを包 括 的 に 理 解 す る に は,283,435に お い

て の み〔d環o〕の よ うに な って い た とす る よ り,呉 語 も しくは 江 南 読書 音 と い った方 言

的要 素 の鼠 入 を 認 め て 「姐 」 〔tsia～tGia〕とす べ きで あ ろ う。75,105,276,402の 注

参照 。

285③Nα418「5πyπg〃zα 思 奴 麻 竹 」=◎ ⑥ 「5〃z翅g～5π翅g」 に つ いて は 「奴 」 で 〔瑠 〕

を表 わ して い た とす る(65の 注 参 照)以 外 に 「妊 」 の 誤 写 とす る可 能 性 もあ る。 ま た,

乙種 本 の影 響 も考 えて お く必 要 が あ ろ う。

288A「 蒜 果 」 は誤 り。Sに 従 う。

291「 色:∫7α4」 〔§ai～Sε〕:〔§ε(7)〕も しくは 〔s9～se〕:〔se(り)〕 の二 様 の対 応 を 想 定 で き

る。 勝 が 〔§〕 と な って い る場 合 と 〔s〕と な って い る場 合 の二 通 りが ある こ と につ い

て は既 に西 田(1963)に 指 摘 が あ る(p.114)。 本 訳語 で は84,166-179は 〔s〕,129=

146=462,467,728～733は 〔§〕と 考 え られ る。cf.ラ サ 方 言(文)s・=(白)t§ ・(周1984

p.180)57・ が規 則 的 に 〔§〕と な って い る 方 言 の報 告 例 は 未見 。

292「(白)列:塑zα5」 に つ い て は⊂1ai～1ε〕=〔Nbrε(=)〕と い う対 応(154の 注参 照)の 他,

金(1958)の シ ガ ツ ェ方 言 に 関す る挙 例 に 「(kladpa)liε1pa1脳;(1aska)liε3ka1

工 作 」(p.34)と あ ると ころ か ら 「(hbrasbu)t§ ε:pu果 実 」(p.32)で は あ るが,西

番 語 に お い て 妙 γα5〔(N)priε～(N}briε 〕の よ うで あ った と考 え る余 地 も残 す べ きか 。

ただ し,今 の と ころ 声 母 の条 件 は 十 分 吟 味 して いな い 。 同 様 例700-703。

297五 体 清 文 館(以 下@と 略)にNα15172「 回ts`osser§ingts`oiser§ing回 椀 」 と あ る 。

「看 包 盛 」 は 「差(=蹉)色 盛 」 又 は 「暦 色 盛」 の 誤 りと考 え たい 。 字 形 の上 か らは
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「着 色 盛 」 が好 ま しい が,発 音 の面 に問 題 が あ る。 た だ し 「色:5θ7」 の 注 音 例 は他 に

例 を 見 な い もので あ り(10,31,36,372,389,692,698,702い ずれ も塞 見 。 こ の う

ち372はA,Sい ず れ も思 見 と す る),な お疑 問 を残 す 。

303121の 注 参 照

304同 上

305同 上

308「 耶 思:ッ α5」はspellingpronunciationで あろ う。739で は一5は脱落 して い る 。

310「 丹麻:μ αう 〃zσ」 につ いて は121の 注参 照

312313の5θ 塑 蹴 を誤 って(?),二 度 答 えた と考 え られ る。 と す る と312の 方 はspelling

pronunciationと い うこ と に な ろ うか 。 同 様 の例 に は335,336が ある 。 ま た346も こ

れ に類 似 した 例 と 言 え よ う。cf.Goldstein「5θ 妙 ㍑/颪ntu/berr重es,pomegranate」

(p.1170)

313「 孫:5θ(ゐ う7%)」 に つ いて は121の 注参 照 。 ⑳ 「5θ勉 塑 吻seψhげ 也作se塑7%石

榴 」(p.1006)

317⑤ 恥151「 απ ぬ4櫻 桃 按 毒 」。 「磁6:菊 」 が対 応 して いる か 否 か につ い て は 疑 問

が残 る。 「菊 」 は 「毒 」 の誤 写 か 。或 い は ぬ4〔dY～t(`)Y〕 に 「菊 」 〔tqy(,)〕を 当 て

た と考 え るべ きか 。cf・ ㊧M4939「Uluri匝anjir.回 羊 桃 」;Steingass「 α毎 歪7,A

fig」(P・107);「 波斯 屠 波 悟 洞 典 』 「侃 」θθ7〔名〕 〈 植 〉 元 花 果 」(P.172);ウ イグル 語

「εnd5yr元 花 果」(趣 ・朱1985P.230)

319「 博:垂 肱 う」 につ いて は78の 注 参 照 。

321「 列:ras」154及 び292の 注 参 照。 「白:bal」 の 韻母 の対 応 は 〔ai～e〕:〔£:〕の 如 くで あ

ろ う。 た だ し,卓 尼 方 言 に 「*ba1一△pie22"羊"」(嬰1987P.82)の 例 あ り。 漢 語 の側

に つ い て も方 言 形 を 考慮 に 入 れ る とす れ ば 〔iε〕:〔iε〕も一 考 の余 地 は あ る。 声 母 に つ い

ては,漢 語,西 番 語 の双 方 に 〔b〕,〔P〕,〔P`〕の三 通 りの 可 能性 が あ る。13の 注 参 照 。

323A「 紅 藤 思 巴馬 児 」,S「 紅 藤 思 己 馬 鬼 卜」。Sの カ ナ 音 注 は 「ス ウキ イ マ アル

ウポ 」。

336「 葬 」 を 「奔」 或 い は 「筆」 の誤 写 と 考 え て も カ∫5海,2屠 加,2海 勘,2勧 鵤 伽,

6亜 勘 とい った チベ ッ ト語 と の対 応 は考 え られ な い。 「猫 」 を直 前 の335「 猪 」 と 誤

った と す る と 〃協㎎ 舖ッθ∫が あ り,こ の語 の 音 訳 と対 応 す る 。312の 注 を 参 照 。

337267の 注参 照 。

338270の 注参 照 。

344「 本:60"」 にっ いて は,Wen(1948)に"oBasicvaluealower〔o〕.Itbecomes

〔Y〕.andsometimes〔 ②〕beforethefinals・4,・ π,・♂and・5。"(p.69)と あ り,60η

〔p(`)On～b②n〕 の よ うに な って い た もの と思 われ る。399も 同 じ。 なお22の 注参 照 。

346「 鶯」(梗 開 二 平耕 影)と 「鷹 」(曽 開三 平 蒸 影)を 誤 っ た と思 わ れ る 。現 代 方 言 の 多 く

が 両 者 を 同音 と し,「中 州音 韻」や 『西 儒 耳 目資 」で も同音 と して い ると ころ か ら推 して,

同音 に よ る と り違 え で あろ う。々1レαは 「鷹 」 で あ り.「 鶯 」 で は な い 。cf.㊨ 晦18296
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「鶯byioursgat(の 埴〃如 〆5 認々)」,M15697「 黄鶴serbya」;Nα15527「 鷹khra」 同 じ

..㊨にNα15717「 白道 眉hjiyolmok更rak更ra,jiyolmocaca(塑oZ鵠oゐ1〃 α観7α)」 が あ る

が,「鶯 」に 対 応 す る チベ ッ ト文 語 形式 を これ に 求 め,脱 字 有 りとす る の に は無 理 が ある 。

同様 の 誤 りは389に もあ り,ま た 他 の 丙 種 本 訳 語 に も見 られ る。 例 え ば,朝 鮮 館 訳

語 の 「鞭 」(A)に ついて,小 倉(・94・)は 欄 は ・繭,・ ・・・… 」 〔摯蕎〕・

・　 ・…m・n(蓬)〔 暮〕の如 く・・・・… 〔・・・・… 〕… ひ・「埋」 といふ蟷 ・な…

藪では 「埋」は恐 ・ くは 「鷹 舶m・ ・塑」 〔昂〕,「鷹 ・隼 鴨 … 」〔轄 〕,… ㎝

… 儲)噛 血 … ㈲ 〔以上杜詩〕などある …(鷹)で ある・「鶯」 を… と謝1

した もの ら しい 。」(p.417)と 述 べ て い る。 琉 球 館 訳 語 の 「鶯 達 介 」(A,ロ ン ドン

本,稲 葉 本 同 じ)及 び 日本館 訳 語 の 「鶯 答 各 」(S,A及 び ロ ン ドン本,稲 葉 本 い ず

れ も同 じ)も と もに 「鶯 」 を 「鷹 」 と改 めて 初 め て 通 ず る も ので ある 。 な お,琉 球 館

訳 語 に は,他 に 「驚 達 嘘 」(A,ロ ン ド ン本,稲 葉 本 同 じ)と あ り,「 驚」 を 「鷲 」

と取 り違 え た 結 果,同 一 の語(「 タ カ」)が 二 度 現 わ れ て い る。 や は り本項 目 も誤 訓 の

例 と見 な し,改 め な いで お く。 同 様 例 につ いて は312,336の 注 を 参 照 さ れ た い。

349S「 鶴 坂 彙 」 は 誤 り,Aに 従 う。

350脱 字 の可 能性 も あ り。ex・「鳶 〔斜〕蟷」(うyα9α9),「 驚 蟷 〔 〕」(9α9孟5雇)etc・ ①

「gαg3.Cs=6ッ αg4g,gαg・ ガ54awater-fowL」(p.64)㊧ 「6yαgαg(2)一 稗 水 烏 。

嚇 扁脚 短,爪1司 有蹉 相 連 的一 神 水 禽 。」(p.1856)前 者 で あれ ば354と 音 注漢 字 が一 致

して しま う。 他 「如 ηg々α〔yul〕野 鴨 」(㊧p.2520)と す る こ と も 可能 。

351276の 注 参 照 。

352同 上

35365の 注 参 照 。

354金(1958)「 鵠(skyaka)昌:galka1」(p.75)。5々 ッー〔g〕の 例 は 他 に467,573(?)の

み 。

35522の 注 参 照 。

359「 信:57'η 」 に っ いて は 〔sin〕:〔sin〕 で あ った と考 え られ る。291の 注 参 照 。

361154の 注参 照。

364対 応す る チベ ッ ト文語 形 式 が見 出 せ な い。 「母 昔 」 に 誤 りが な けれ ば,孫(1980)の

挙 げ る略 巴 語mi¢i:(p.329)は これ に対 応 す る もの で あろ う(今 イ ン ド諸 言 語 か ら の

借 用語 で ある 可 能性 を吟 味 して い な い)。 西 番 語 の 形 式 は,徐 ・(1984p.142)の 白語

mortsi1(剣 川 方 言),m田rtsi卜(大 理),mo「tsi1(碧 江)及 び 和 ・姜(1985

p.140)の 納 西 語mber「tSUI縄(西 部),ults∂r1(東 部)と 共 に漢 語 の 借 用形 で あ

る 可能 性 を否 定 で き な い が,他 方 で 舞語 のbulzud(四 川 喜 徳),γulpN(云 南 南

澗),bultqhe1(貴 州 大 方)と い っ た形 式(陳 等1985P.239)や 莞 語 のbg4bg樋

(桃 坪),bopqgzi(麻 窩)等 の形 式 と共 に(孫1981P.198),proto・Tibeto・Burman或 い

はproto・Lolo・Bumleseと い った 何 等 か の 段 階 に共 通形 式 を求 め られ る もの で あ る可

能 性 もあ る。cf.チ ベ ッ ト文 語 形 式5う γ碗g
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370S,Aい ず れ も 「秦 」 に 馬偏 を付 す 。cf.縫 鞘 館 訳 語 「聚 留 克 鬼」(S,A同 じ)7臨

7如 磁g60と い う形 式 は未 確 認 。或 いは 「喪 駆 馬 大 蒋 卜 吻 γ勢 αηgρo」 と あ るべ き

か 。

372S,Aい ず れ も 「銀 褐 馬 大 昂 思見 」 とす る の は誤 り。cf.10,31,36,83,372,692,

698,702

373「 抄 烏 漉 加α60」 は 〔t§`au〕:〔t§`awo～t§`awu〕 で あ った た め と考 え られ る。4の

注参 照。 同様 例 と して は他 に482,485が あ る。

375「8'Z磁g6%」 は 小象,小 牛 の 意 で あ り(㊥p,139),漢 語 と 合 わ な い。 「g`απgうo」

と い う形 式 が 存 在 す る か ど うか 未 確 認 。 「黄 牛 」 に対 し,期 待 され る チ ベ ッ ト文 語 形

式 は 「g1磁gρo〔 名 〕 公 黄牛 」(㊨p。155),「gZ碗g〔 名〕 黄 牛 」(⑭p.155),「gZα ㎎

娩og公 黄 牛 」(㊧p.199),「gJα πggog黄 牛 」(㊧p.420)と い った と こ ろで あ る。

「鳥」 が術 字 か 何 らか の 誤写(例 え ば 「卜」,「果 」etc.)で あ る可 能 性 が あ る。

380S.Aい ず れ も 「鬼馬 大 四 」。或 いは 「大 西 」 か。cf.441,687;420

381S「 馬 駒 大 畳 馬」 は誤 り。Aに 従 う。

382cf.Goldstein「7伽 うッα/mapca/peacock」(p,865),⑰ 「プ臓 砂 αma励 げ 孔 雀 」

(P.741),Jaschke「7〃zα ・うツα(vulgooften*ηz4う ヴα*)pea¢ock」(P.424),Giraudeau

「PAON.7臓 の αlpron,ma・ya」(p.204)「 卯牙:雌 α うッα」 は 〔mauja〕:〔map

径a～ja(P)〕 或 い は 〔mauia〕:〔mauja〕 の よ うな関 係 が考 え られ る。 後 者 の 推定 形 式 に

つ いて は129の 注 参 照 。

38385及 び276の 注 参 照 。

384276の 注 参 照 。

387S「 鶏 蹄 斜 託」 は誤 り。Aに 従 う。276の 注参 照。

388S,Aい ず れ も「班 鳩 替 的 」 とす る。cf.㊨Nα7320「 斑 鳩(duduい か る が)が 鳴 く。 厘

tibaisgat.(オ 毎6α ゐ∫s為α4)」,Nα15656「Dudu野 鳩(の ば と)回drutdrut(47麗4

4㍑4(P))」;⑭ 「疏 ∫6σ 〔名 〕 鵠,野 鵠 」(P.379),「 ≠ゴρ伽 或4診 ρho〔 名 〕 雄;野

鵡 」(P.339);㊥ 「歩海 加2.野 鳩 。3・=彦 乃o田 発 。4.在 西 藏 中 部 称 〃昭 肱 〔迭 〕1.野 鵠

a小 斑 鳩 〔法〕」(p.368);㊧ 「彦ゴ1う勧 鵤 」(p.1025),「 ガ あ γゴ鵬 鵡 」(p.1025),「 擁

7読gπgπ 〔yul〕斑 鳩 」(〔yul〕は 方言 の 意 。p.1432)脱 字 も し くは 「的 」 が誤 写 で あ る

可 能 性 が あ る。 「斑 鳩 」を 「疏喀 ∫h∫g斑 点 」(⑩p.458)と 呼 ぶ こ と が あ る か不 明 。 「旺」

に つ い て は 鞍ogρ α"toshout,toscream"(Jaschkep.121)の 完 了体 ろ597αg5,未 来形

(の597α9(cf.命 令 形 落7α9～597α95)又 は597α``asound,noi6e;voice"(Jaschke

p.119)の い ずれ を 当 て て も音声 の対 応 の面 で は 問題 が ない 。cf.㊨Nα7314「 厘sgat

sgroks(5舷 ゐ97095)1豆1鳥 暗o」

389346の 注 参 照 。 朝 鮮 館 訳 語 の 「黄 鶯 努 論 埋」(A,L)も 小 倉(1941)に よ れ ば,「 努 論 」

nu・r伽(「 黄 」)÷「埋 」mai(「 鷹 」)であ る。 な お,縫 鞄 館訳 語(S,A)に だ け は 「黄

鷹 蛤児 赤 該 」 と い う語 彙 が見 え て お り,嵯 靱語 の形 式 は 正 し く蒙 古 語 の 「鷹」 に対

応 して い る。cf.@Nα15527「harこagai。 」
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390S「 騙 輻 幅 江 」 は 誤 り。Aに 従 う。

391A「 蠕 蟻 卓 罵 」 は 誤 り。Sに 従 う。㊥ 「g7095肱7同g70g賜 α 〔名〕 縷 蚊;蠕 蚊 」

(P.152)

393S「 海 青 大 児 巴」 は誤 り。Aに 従 う。

398S,Aい ず れ も 「廟 日大 康 巴」 とす る。 かつ て 語頭 の 〔1〕を 表 わす た めに 敢 えて 僻

字 を用 い た と 考 え,「廟 臭 康 巴 」ゐα互∫々hα㌶9ρ α」 と推 定 した が,今 再 び 西 田(1963)

に従 う。 防 ・は 他509,642,735に 見 え る。

400S,Aい ず れ も 「碑 占巴 」 とす る 。 た だ し,Aは 「占」の 字 の左 半 分を 欠 い て い る 。

太 田(ユ980)で は,こ れ に対 しチ ベ ッ ト形 式 を 甜 碗gの と した が,今 誤 写 の 可能 性

を採 る。 ⑫ 「ραg皿KHpnHq/brick;」,「 ραggπCM.ρ αgH」(い ず れ も5p.182)

402「 茶(木):4勲 〃z」には 今 の と こ ろ 〔t§`a〕:〔Nt¢`am〕 と 〔醍 的:〔N砺am〕 の 二通 りの

対 応 を 考 え得 る。 前 者 に つ い て は チベ ッ ト文 語 形式 の前 鼻 音(〃Z・ 垂一)を 持 つ 有声 子音

に無 声 有 気 を 対 応 させ て い る方 言 例 の見 られ な い(cf.金(1983)p.115-118)こ と が

難 点 で あ り,後 者 に つ い て は平 声 全 濁 声 母 が無 声 無 気 と なる 官話 系 方言 が殆 ん ど存 在

しな い こ と が問 題 と な る。 た だ し,後 者 につ い て は呉 語 も しくは 「蒙古 字 韻 』 や 「洪

武 正 韻』 に 代 表 さ れ る と され る,い わ ゆ る 江 南 読 書 音 の影 響 も考 え られ,前 者 に 較 べ

可能 性 が高 い。75の 注参 照 。

403S,Aい ず れ も 「衙 門 参 木 劇 」。 「木 」 は402に 引 かれ て の 衙 字 と 考 え る。 「参:

ん"伽 ∫」 に つ い て は 「参 」 の 字音 が初 母 の も の とみ な し(即 ち,現 代音c6nに 対 応

す る もの),〔t§`en〕:〔t§`em～t§`en～t§`e〕 の よ うで あ っ た と 考 え た い 。cf・Migot.

「khrims..._coutume..,...K'ANG-TING2t鞭 〃zTAOFU揮 伽 」(p.423)51の 注 参 照 。

404A「 臣卜房 轟 」 は誤 り。Sに 従 う。

405「 塔:励 」 は 〔t`a(ひ)〕:〔t`ap～t`a?〕 か 。 α6〔ap～a?〕 と 考 え られ る例 に は他 に84,

101(?),487,511,553が ある 。

409292参 照 。

410S,Aい ず れ も 「馬槽:大 列 」 とす る 。金(1958)に 「馬 槽(rtabres)拉:talp」e3」

(P.68)と あ る 。拉 は ラサ 方 言 の 意 。また ⑰ 「磁 う7θ5dah血heh馬 槽 。」(P.425)「 大 列」

が 正 しい も のと す れ ば,西 番 語 に お い て 〔tapre〕 と な って い た の で あろ う。 た だ し,脱

字 の 可能 性 も否 定 し難 い。 チベ ッ ト文 語 形 式 のPr・(Pは 唇音)に つ い て見 る と,6(=

34-38,40,41),7(=328),i8,107(=ユ23),271,292(=409),312,360(=363),

374がP+rの 形 で注 音 して い る の に対 し,Pr・ を そ り舌 音 で 表 わ して い る例 は272(=

356),275(=343),313,326の6例 にす ぎな い 。 一 つ 前 の409よ り推 して 「馬 槽 大 白

列」 で あ った か。

414「 征 」 は 「牲 」,「 猛 」etc.の 「笙 」と 同音 の字 を 誤 った もの か 。 ㊧M2715「 排 簾gl量ng

tsもm」,Nα2716「 笙glingbuk【amangs」 い ずれ も対 応 を 求 め られ ない 。

415282の 注 参 照 。

416㊥ 「5hogg刎(p.888)㊥ 「5んoggπ 」(p.885).Giraudeau「PAPIER5肋ggπ 」(p.204).
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420⑰ 「60g魏 く 波 〉 小 綾 方 稟,坑 東(藏 式 小 東)」(p.305)=㊧p.735,⑰ 「Zoog'5θ

〈 波 〉 綾 方 東(藏 式 稟 子)」(p.319)=㊧p.771。 こ の 他,」`og儒8(㊧p.771),60g

'5加(①p.143)な ど の 綴 り も あ る 。 い ず れ に せ よ,西 番 語 で は 〔toOltsi〕 の よ う に な っ

て い た も の と 思 わ れ る 。

423S「 榿 趣 度 」,A「 橋 趣 度 」 直 前 の421,422よ り い ず れ も 誤 り と み な す 。

425S,Aい ず れ も 「楳 盛 見 麻 」 と す る 。 朝 鮮 館(A,L),安 南(S,A,L)占 城(S,

A)な ど は 「礫 」 と し て い る 。 「楳 」 に 作 る の は,他,占 城(L),女 真(S,A),百

夷(A,L;Sに 見 え ず),回 回(A;Lは 手 偏;Sに 見 え ず),日 本(S,ロ ン ド ン 本 同 じ,

A,稲 葉 本 は 手 偏)で あ る 。cf.S日 本 館 鐸 語 「櫟 撒 嘲 」

426S.Aい ず れ も 「匙 渇 鍾 」21の 注 及 び425,653参 照 。

430「 容=g幼oηg」72の 注 参 照 。

431「 臣卜:6α 」 の 対 応 に 聞 題 が あ る よ う だ が 切 うα 〔so:～sつ:〕 の よ う に な っ て い た と す

れ ば 矛 盾 は な い 。 金(1958)は ラ サ 方 言 に 関 し,「 除 了 有 舌 面 塞 擦 音 作 声 母 以 外 的 長 元

音 ・都 説 成D=。 例 如=(910wa)1・ ◎;1肺(phowa)pho◎:1;胃(kQwa)ko◎:1

牛 皮 」(p.15)と 述 べ て い る 。

432Jaschke「 ρ4・7ゴW.,ρ4・7%C,B.1box,cylindricaloroval,highorflat,ofwood

ormeta1.一2.ρ4.7π,alsoρ4一 〃α8ch.」(p.322),ま た 「ρα'7α,morecorr.pa-tra

(alsoρ α一≠αP腕)3∫ ん.,cup,basin,bowl(esp.forsacrif圭ces)」(p.321).

43465の 注 参 照 。

435Sは 「秤 」 を 釆 偏 に 作 る 。Aに 従 う 。283の 注 参 照 。

437「 要:yα う」129の 注 参 照 。

439「 罪:競 αう」129の 注 参 照 。508に 重 出 。

441㊨p.756<漢 語 「索 子 」 か 。

442cf.108,617Das「 解∫gtheeye:__Z吻.〃zゴgtheeyeofalock,ゴ.8.,thekey;」(p.

962),㊧ 「規鉾g〔rnyin〕 漉g眼,眼 晴 。」(p.2128)。 ㊧ に 〔myin〕(古 字)と あ る が,

Ray(1965)に 「/η)7》g/N`tosleep,eyes'」(p.339)と あ る 。 な お,こ のNに つ い て

は 「Theelicitationsforthenorthernsubdialect,labelledhenceforthN,weremade

withLorigTulku(LT),anEnglishspeakingmonkfromHor,andwithPanjo

Jantsho(PJ),amonolingualmonkfromDzahuk,bothplaceswithinaday'sride

onhQrsebackfromoneanotherandfromKanze,shGwnonsomemapsasKantse」

(p.336)と 説 明 が あ る 。 ア ム ド方 言 だ と,Roeri(血(1958)に 「笏7,搾 蓼,γ 溺 γ,舜 耽,

娩 魏 一 〇ei1.Laformeamdowacorrespondarancientib6tain7π ッ∫gavecallongement

dupr6fixe.Cf.Tib.1it.解'g:Lh.7π ガg,刀z漉;Golokγ 勉 々.γ 溺 γ・7謬<globede

roeil>Tib.lit.2擁g・7ゴZ.」(p.122)と あ り,筆 者 の 耳 に し た ト ゥプ テ ン ・ ジ グ メ ・

ノ ル プ(漉 舶'伽 ノ喀 〃zθ π07う の 師 の ク ン ブ ム(∫ 舷 塵伽 〃z)方 言 で も 〔K∬ikお

と な っ て い た 。

445129の 注 参 照 。
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446西 田 に(1963)に よ る。Giraudeau「CROCHETα 垂9π9」(P.77)た だ し,チ ベ ヅ ト

文語 形 式 のpre・nasalを 有 す る語 頭 子 音 を 次 濁声 母で 表 わす 例 は丙 種 本で は 他 に 見 え

な い。 或 いは チベ ッ ト文 語 形 式 の 臆g鰐(5)ρ4tobend,tomakecrooked」(J互schke

p.93)と 同 一 の 共通 形 式 に端 を 発 した,こ れ に 対 応す る形 式 が 周 辺 の 言語 の 中に 求 め

得 る か も知 れ な い 。 馬(1951)の 挙 げ る 撒 尼 舞語 「α1加4t`v「m酬 鉤 」(p.367),蓑

(1953)の 阿 細 鼻語 「dz1」a「ηu]鈎 刺(植 物)」(p.202),「Bu]鈎 鈎 掛 掛 的(含 糊 ・不

爽 快)。」(p.232),『 郵 波簡 明 洞典 』 の 「〔η釧 〕..._② 鈎(劫 洞)」(p.279)か ら少 な

くと も雲 南 の 舞 語 に は音 義 両 面 に わ た り,こ れ に 対 応 す る と思 われ る 形式 が存 在 す る

こ と が分 か る 。

456S,Aい ず れ も 「鮎 戦 」。 か つ て 「粘 」 が 偏労 読 み で 発 音 され た とい う推測 の下 に,

「戦」 は 陣 占」 を そ の ま ま オ ウ ム返 しに考 えた も のと 考 え た。 「革占」 は規 則 的字 音 を
(/)(一)

現 代 標 準 音 に 求 め れ ば,tie(他 協 切),d三e(丁 協 切)若 し くはchan(=轄 昌鑑 切)

で あ る 。反 切 は 広 韻 に拠 る。しか し,今 誤写 の可 能 性 を採 りたい 。 ㊨Nα4280「 『oゐ07πα

鞍 の傍 垂 ・障 泥(あ お り)1至1gogdan,godanl豆1鞭 。⊥ ⑱ 「kogdan皮 蟄 。〔増〕1.皮

革 毯 子 。2.馬 鞍 下的 皮 塾 。 〔込 〕」(p.13)。 「黄 軍 」 が誤 写 に よ って 「戦 」 と な る に は,

伝 承 に あた り横書 きの テ キ ス トが介 在 した か,或 い は乙 種 本 に 類似 した体 例 を 原 テ キ

ス トに 求 め る 必 要 が あ る 。これ と同 類 の 誤写 の例 と見 な す余 地 の あ る も のに593が あ る。

「黄:んo」 は73,560(=624,635)の 音 注 例 よ り対 応 して い る と考 えて 差 つ か え な い。

458「 我=加4」 に つ い て は 〔ηo～uo〕:〔o(P)～wo(P)〕 の よ うな 対 応 が 考 え られ る。

Migot(1957)のKANG-TING1及 びDE-GEが チベ ッ ト文 語 形 式 の 塵 に対 しwを

以 て 規 則 的 に対 応 して お り,西 番 館 に もこ の よ うな状 況 に あ った 可 能 性 を 認 め得 る か

らで あ る。cf.「'abpa._..aboyer..._K'ANG・TING1`3ρ φα,DE-GE初aρ.ρa;'%γ_

_bmit......K'ANG.TmG1ω%7,DE-GE脚 π7;'ogla..._sous_...K'ANG・TmG1

盟o裾a,DE.GE3Za;'od__lum茎 さre_...K'ANG-TING1%',DE-GEα 」(p.435)

518,599も 同様 。

461「 双 達}方言 字 江 』 に よ れ ば,波 口,成 都 で は 「座 」 と 「着 」 が 声調 を 除 き 同音 に な っ

て い る 。方 言 的要 素 を 考慮 に入 れ れ ば,漢 語 「鞍 座」 を そ の ま ま 答 え と した 可 能 性 も

否 定 で き な い。

462「 哨:57α6」129の 注 参 照 。

463S,Aい ず れ も 「草 籠 禿 隆 郭 」と す る。 前 後 が 馬具 の語 彙 で ある と こ ろ か ら,こ の語

も同 様 で あ ろ う。 革 紐 で編 ま れ た 「馬 籠 頭 」 を指 す もの と 考 え る 。 「禿 隆 郭:鋭 加7

吻go～ 璽o」 が対 応 して い る とす れ ば,・7か ら〃z・(～⑦ の 調音 に移 る際,渉 り音 を 生 じ

て 〔Nt`ur鴨go〕 の よ うに な って い た こ とを 示 す もの で あ ろ う。 た だ し孤 例 で あ り,な お

問題 な しと しな い。

467前 後 関 係 か らこ の語 も馬 具 の一 種 と予 想 さ れ る 。 この 点 で,「57訪5勧 轡 美 庵 。耳 口

函角 被 鉄 衡 磨 損 的創 疲 。」(㊧p。2972)と す る に は難 が あ る。 筆者 と して はWen「1948)

が ∫々ッα〔C〕 とす る(p.66)の に基 づ き,「57盈5勿og(5)轡 索,鳥 街 帯。 朕 結在 耳 噛
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子 爾端 的 婦 子 。」(㊧p.2971)と 推定 す る。 そ の 対 応 は 〔§auOioU〕:〔 §apOo(P)〕

も し くは〔§augiou〕:〔 §auOoC)〕 の 如 き で あ ろ う。57αう〔§au〕に つ いて は129の 注 参 照 。

第二 音 節 の韻 母 の対 応 につ い て は 同 様例566が あ る。 吻 一を邪 母(又 は 心 母)字 で 表

わす 例 は,573の 問題 あ る例 を除 け ば他 に354の み 。cf.281,433.こ の433と467の 関 係

は34-38,40,41「 卜吝:5伽 η」 と39「 唄=5ρ7刎 の,ま た312「 新 卜魯=56～5θ 伽

砂7副 と313「 孫竹:58～ ∫θ忽 妙7刎 の 関係 に比 す べ き もの と考 え る。 な お,こ の語

は 丙種 本 で は他 に回 回 館 訳語(S,A,L)に 見 え るの み 。 乙種 本 には 見 出 せ ない 。

回 回館 訳 語 の 「主 勢 魯 剛 」 に つ い て,本 田(1963)は 推 定 形 式 を 挙 げて い ない 。

筆者 は これ に つ い て は,.「Zα9擁 魏,Abricle,abit」(Stdngassp.1124)に 対 応 す る

方 言形 を 批 定 す べ き と考 え る。 母 音 に つ い て は今 少 し検 討 を加 え る余 地 が あ ろ う と思

われ るが,「 波 斯 語 汲 梧凋 典 」 に も 「`8飯 駕 耳 箆 美:島 勒,纒 縄」(p.2044)が あ り,

意 味 の対 応 に 関 して は問 題 が な い 。

468㊤Nα4285「Gida¢an鐵 段 に 房(ふ さ)の 付 い た 鞍掛 け の毛 笹 回sgakebs,gakeb回

鞍 籠」 「介:為 舵 う3」は 〔kε〕=〔kく`)ep～k(`)eP〕 も し くは 〔kε〕:〔k(`)eP〕 の如 き で あ っ

た ろ う。 後 者 の 推 定 は格 桑 居 星(1985)の 巴 塘 方 言 が8う 〔e量,〕と な って い る の を根 拠

と して い る 。 先行 音 節 が ある た め,舳 θ65は 声 母 が 無気 音 で 発 音 され た もの と考 え ら

れ る。41の 注 参 照 。

470㊤Nα2702「lhanburen銅 製 の吹 奏 樂 器 。 口 部 は細 く,先 端 は 太 い 。音 は濁 って い る 。

.回9aIing,9aling1豆1號 筒 」 文 語 形 式 は α々 伽gか 。 未 確 認 。

482「 曹:オ5肋 」 に つ いて は4及 び373の 注参 照 。

485「 鳥:%yε 」 につ い て は4及 び373の 注 参 照 。 或 い は 「鳥 」に〔垣 お〕(蘇1'ID,〔 ψ 〕(双

峯)の よ うな 方 言音 を考 慮 す べ き か。 雛(1987)に 「*e+*ba各 地都 漢ia或ea,亜 奈

一 地 漢 三〇」(p .80)と あ り,西 番 語 が 映owa〕 の よ うにな って い た と も 考 え 得 る が,

実 際 に こ のよ うな対 応 を示 す 方 言 例 が あ るか ど うか不 明。

486「 謙:鮪y伽 」 に つ い て は51の 注 参 照 。601を 類 似 例 と して 挙 け られ る。 或 い は 謙

〔tg`i〕(揚 州)の よ うな方 言 音 を 考慮 す べ きか 。

487cf.㊧ 「51聯 伽 青 壮 男 子 」(p.2838),「 ∫勧7ρo名 洞。 年 弩 人,青 年 」(p.2838),

「51卿 ρ加 名洞 。 青 壮 男 子 。」Jaschke「7α651。 艮ineage,successionoffamilies,

race,family,__coll㏄tively:7g伽.7α6501dman,agedpeople,7を6η.鵤 う5youth,

youngpersons;.。_。,ρ`ッ'・7α6∫menofmoderntimes,descendants,posterity」

(p.524)「 嘱=γ αう5」に つ いて は405の 注 参 照。

489A「 老 人 米 児 子」 は誤 り。Sに 従 う。

491誤 写 の可 能 性 を 考 えて,「 貧 人 密 魚 見 卜 漉4伽 」ρo」 若 し くは 「貧 人 密鳥 見 卜

擁46%Zρo」 とす べ き か,前 者 に つ い て は32の 注 参 照 。後 者 につ い て はMigot(1957)

の挙 げ る 「dbulpo__pauvre._..K'ANG・TINGlMρoK'ANG-TING2Mρo

TAOFU乃 αη砂oKANTZEρ πZρoDE・GE妙o」(P.431)が 参 考 と なる 。

494S,Aい ずれ も 「奄 」 を 「奄 」 とす る。
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496「 擁:oho〃3」 に つ いて は,Wen(1948)に"oBasicvaluealower〔o〕..._ltb㏄omes

〔η〕befQrethefina玉.㎜,beingmixedupwithゴ'(p.69)と あ り。

497S「 匠 人 索 馬 」 は 誤 り。Aに 従 う。

501「 松:斑 ㎎ ∫」 につ い て は,Wen(1948)に"αBasicvalue〔 α〕,.._Before・ π9,itis

alower〔o〕,beingmixedupwitho!'(P.69)と あ り。cf。 金(1983)P.140

507647参 照0

508「 鋤:々 勉 う」445と 同 じ。129の 注 参 照 。

511「 塔:'んz列 は405に 重 出。 韻 母 の対 応 は84,iO1,553に 同 じ。

513S,Aい ずれ も 「腰 子 密 通 卜」 とす る が前 後 関 係 か ら見 て 「媛 子 密通 卜」 と あ る

べ き。 丙 種 占城 館訳 語 に は 「… …長 子,簸 子,絆 子,痩 子 … …」(S,A,L)と あ り,満

嘲 加 館 訳語 に も 「… … 長 子,絆 子,痩 子,媛 子 … … 」(Aの 記 載 順;Sは 配 列 が乱 れ

る;Lに は 見 え ず)と あ る。 丙 種 本 に お け る偏 の 誤 用 に つ いて は本 田(1963)に も指

摘 が あ る(p.162)。

514「 酸:醜oπ 」 チベ ッ ト文 語 形 式 の 雄,ψ5か に心 母 も し くは邪 母 を 当 て る 例 は他 に な

い 。恐 ら くは 〔suon〕:〔ts`on～ts`②n〕 の よ うな対 応 で,〔ts`uon〕 の字 を見 出 し難 か っ

た こ と に起 因 す る もの と考 え られ る 。22の 注 を参 照 。

518「 宛:加 蟹 」 は 〔uon〕:〔oO～woη 〕 の よ うな関 係 が 予 想 され る。22及 び458の 注 参 照 。

cf.「 西 儒耳 目資 』 宛uδn

520「 連:glen」 は〔liεn〕:〔len〕の他 〔liεn〕:〔lien〕の可 能 性 が あ る 。金(1958)は 昌都 方

言 に つ いて``e和 帯 有 鼻 音 尾 的en当 有 双唇 声 母P或 舌 尖 前 声母tthl時,常 説成ie

ien。 例 如:......(glenpa)len(ien)1pa1愚 筆 的 。」(p.53)と 報 告 して い る 。173及 び

178の 注参 照。

544チ ベ ッ ト文 語 形 式 の 末子 音 の ・♂が,韻 尾 ・η の漢 字 に よ り 表 わ され て い る例 は,後

続 す る 音節 に理 由 の求 め られ る も の を除 け ば,他 に594の み 。 これ以 外 の 例 に つ い て

は12の 注 参 照 。Migot(1957)に,「sbalba__grenouille..._TAOFUsρoπ ρa」(p.

432)と あ る が,孤 例 で あ り,西 番 館 で ・1〔・n)と な って い た 可能 性 は小 さ い。 〔n〕と

〔i〕の近 似 を 利用 した と解 釈 して お くべ きで あ ろ う。cf.570

・545㊧ 「勿 ∫盟o∂ 醜95♪ α 屈 膝 ,脆 下,膝 着地 」(p.1618)。cf.@晦628「 勿5〃30

∂魏g脆 卜思 磨 卜足 」,⑥Nα574「 ρ07π α う醜9脆 不 慶 走 」

549⑨ 「δ79α4ρ αtosmile」(2P・318)。 「見 噛:7904」 と す れ ば 〔a」ko〕:〔rko(?))。

cf.葛k6(「 西 儒耳 目資 」),ゐ3彦(「洪 武 正 韻課 訓 』).た だ し,73,635を 類 似 例 と見 なせ

る もの の,「 鳴 」 は 専 らチ ベ ッ ト文 語 形 式 の(も,軌,g一)α を 表 わ して い る(ex.16,

30,109,287,316etc.)。111の 注参 照 。

553「 痢:♂ α列405の 注参 照。

55965の 注参 照 。

560S「 差 魏 擦 」 は 誤 り。Aに 従 うQ

562「 空:々 加 η層1の 注 参 照 。
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563同 上 。

564「 藪:62∫ 」 に つ いて は75の 注 参 照 。

565同 上

570「 言:ッ α7」は 〔iεn〕:〔jar～jεr〕で あろ う。4〔n〕 と な る例 は,管 見 の及 ぶ 限 りで は

存 在 しな い 。類 似 例 に670が あ る 。 ま た544の 注 参 照。

5713融4ρ α は629に 重 出 。

573大 友 ・木 村(1968)は 日本 館 訳 語 の 「方物 木 那 畦 」(S,A,ロ ン ドン本,稲 葉 本 全

て 同 じ)に つ い て モ ノ ワ と し,ワ は 係 助 詞 と見 なす(p,23,35)。 また,Edwards・

Blagden(1931,許 漢 訳1941)は 満 刺 加 國課 語 「方物 了egeonalproducts八 郎」.(ロ ン

ド ン本 に拠 る;Aは 「方物,.八 合 不 鉄 」;Sに 見 え ず)を 「barang*」 と し,そ の註 に

は 「物 也 」 と あ る(p.81-82)。 恐 ら く西 番 語 に つ い て も,こ れ と 同様 で あ ろ うと 考

え る。cf,㊧ 「5 ッ々θ∫名 詞 。礼 物,贈 品。送 別礼 物 或 献 送 的 物 品」(p.160),㊥ 「5槻gα

各 神,如 大小 多神 」(p.484)。 「昔:吻 θ5」の 子音 の対 応 に つ い て は467の 注 参 照 。母 音

の対 応 に つ い て も,Migot(1957)に よ れ ば,・esが ガに な る例 があ る 。ex。 「rjes_..

trace,marque.KANTZEゐ ∫DE.GEブ ∫;despa._..brave,noble._..TAUFU彦 げ.,

KANTZE'f.,DE-GE'げ ・;6espa......savoir、.....D亘.G亘 営7ψa」(p,427-437)

576「 須:う ツ%」 ① 「妙 吻coral,frq.,alsoの 滋・駕 」(p.376)「 須:う 露 」 と す るに は

呉語 も しくは 一種 の 江南 読 書 音(?)と い っ た方 言 的要 素 の窟 入 を 考慮 す る必 要 が ある 。

267の 注 参 照 。

577S,Aと もに 「漏 璃 墨 力 」 とす る。 今 誤 写 の 可 能性 を採 る 。 ㊧ 「伽 〃醐 青 金 石 。 別

名銅 蓋,形 如 藍 玉 的一 紳 宝 石 。」(P.2103)。cf.ト ス語 「mumin「mo、me」 摸 滅 焉 璃 」

(西 田1973p,146),ロ ロ語 「4muImu「 一mu、mu」 母 慕 馬磯 」(西 田1979p.144)「 也

lmen」 の対 応 は 〔mie〕=〔mle〕 の 如 き か。 韻 母 に つ い て は173,520の 注 を参 照 され た

い。 韻 尾 の 脱落 に つ いて は 嬰(1987)に 「*・n韻尾 的 脱落 」と して 「舟 曲dran一 ・t§ie44

"想"
,*gdan試tie53"塾 子",*丘don一 、ndie44"念",*ston△tye53"秋 季",*gon一 磁ye44``

穿"」(p.82)の 例 が挙 げ られ て い る 。 ま た65の 注 参 照 。臓 解碗 を表 わ して い る も の と

す れ ば他 に 「墨 民 」,「墨 門 」 な どの余 地 も ある が,字 形 の 類似 と い う点 で 「墨也 」に 及

ば な い 。或 いは ㊧ 「manuhu一 紳 石 」馬瑠 」(p.625)よ り 「墨 努 ⊂?〕」 と も。た だ し

「墨:ma」 に類 似 例 を 見 出 せ な い点 で 弱 い 。 「墨:mu」 は349「 披:ρ 勧g～ 髄%」 を

同 様例 と見 なせ る 。 「也 」 は他 の 丙 種 本 に も 用 例 が あ る。ex.日 本 館 訳 語 「眼 包 」

(A,S,L,稲 葉 本)

581「 卜:諏 」 につ い て は282の 注参 照 。

582「 呂 思=rus」 はspellingpronunciatめnで あ ろ う。358で は ・sは脱 落 。 一sを 表 わす 例

は 他308,590の み 。590,582参 照 。

590S,Aい ずれ も 「香 嬬 披 思披 見」。 「波 」 の 誤 写 と して も可 。 三 字 目の 「披」 は こ

の ま ま で よ い が,同 様 に 改 め て も対 応 は 成 り立 つ。

592「 平:ω ρ勉 θηg」 に つ い て は 「平 」 が 「秤 」の誤 写 で ある 可能 性 も あ るが,金(1958)、
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に よれ ば,ラ サ 方言 では ρ加 ・妙 〃 一が 少数 〔ph〕に な る(p.67,88,92-93)。 周(1984.

p.179-180)に も 同様 の 指 摘 あ り。 恐 ら く西番 語 に も この よ うな特 徴 が あ った ので あろ

う。 た だ し金(1958)の 挙 例 中 の 「念 珠(加hr諒 飴 」 に 対 して は ラサ,シ'ガ ツ ェ,

チ ャム ドいず れ も 〔t§h・〕 が現 わ れ て い る(P・92)。

593S,Aい ず れ も 「鈴 杵 止 力 卜」。4配 う%は 「鈴 」で あ り,「鈴 杵 」 で は な い 。cf.@593

「7407」8鈴 杵 奪 見折 」=◎,⑥ 「γ407」θ 鈴 杵 朶 見 只」,◎Nα283「740γ 」8鈴 杵 奪折 」。

㊧ 「740γ47μ 鈴 杵 。」(P.1448)⑫ 「・4・・(<・4・ ・」・)・ ・jra,scept・e;・4・ ・"∫ ♂・)

buddh.sceptreandbe11;」(4.p.341)誤 訓 と すれ ば12及 び21の 注音 例(こ れ らが,い

ず れ も正 しい も の と して)よ り,「 止 力 卜:4rだ 伽 」 は必 ず し も誤 りと は言 え な い 。

12,21の 注参 照 。 誤 写 とす れ ば,「 刀 止 卜 γ407の ゴ1伽 」と も。 た だ し 「刀:7407」 は

他 に 同様 例 を 見 出 せ な い。 む しろ 「多止:7407」 θ/7407み 朗 も し くは 「朶 止1740

7」θ/74074配 」 が 伝 承 に あ た り,誤 写 を 繰 り返 した 結 果 「止 力 卜」と な った も ので は

な か ろ う か(「 多 止 」 → 「止 多 」 → 「止 夕 夕」→ 「止 力 卜」;「 朶 止 」 → 「止朶 」 → 「止

乃 木 」 → 「止 力 卜)。 「多 」,「朶 」 は他 に音 訳 漢 字 と して例 を 見 な い の で,或 い は 「契

止 」 で あ った か も知れ な い。 この よ うな 誤写 の可 能 性 は456よ り存 在 の 余 地 な しと し

な い 。456の 注 参 照 。今 積 極 的 に 脱 字 を認 め る根 拠 が な い ので,578「 世:51認 」 よ り,

「止:吻 」 が 対 応 す る もの と して,チ ベ ッ ト形 式 と して は 「プ407メ6」 を 採 る べ き で あ

ろ う。 た だ し,「 摺:♂08」(616),「 摺:61昭 ～oθ」(530～537),「 車:`1副(70,76,

149,151,160,330,469,483,522,530,636(?),648,679)及 び 「舎:∫1お 」(28・

637),「 舎:51認 」(196,674),「 惹:gz1鷹 」(227)の 例 か ら考 え る と 「止:γ ブdは

聞 題 が な い 訳 で は ない 。 む しろ,「 止;5g渤 随 々1認g」(41),「 止:g纐(2)」(50,60),

「止 嘘 謝 」(552)な ど の例 か ら 「止:4所 」 とす る方 が好 ま しい。 しか しな が ら,

こ の場 合,・7が 僅 か な 例 外(21の 注 参 照)を 除 き,全 て 「見」 で 表 わ さ れて い る と こ

ろ か ら,更 に 脱 字 の 可 能 性 を も 考 えね ばな らぬ と こ ろ に 難 点 が あ る(「 鈴 杵 梁 児 止

74074ナ ゴ♂」)。cf.641「 契 児:407_i

594「 参:う ∬θ♂」 は 〔§en〕:〔§el〕の如 くで あ ろ う。359の 注 及 び544の 注参 照。

595「 則:rtsi」 は 〔tso(P)〕=〔tsg〕も し くは 〔tsg(?)〕:〔ts1〕。 金(1983・P.114-145)所 載

の 方言 例 か らは,声 母 の 条件 が今 一 つ 明 瞭 で は ない が,カ ム 方 言 及 び ア ム ド方 言 に お

いてゴが 〔∂〕と な って い る例 を 拾 い出 す こ と が で き る。 後 者 の可 能 性 に つ い て は,金

(1958)が 昌都 方 言 に つ い て 「G)在 舌 尖 前声 母 后,偶 有 時 説 成1。」(p.52)と 述 べ て い

る とこ ろ に拠 った 。 同書 は シ ガ ツ ェ方 言(p.35)及 び ラサ 方 言(p.14)に も類 似 の 現 象 が

存 在 す る こと を報 告 して い る。

596S,Aい ず れ も 「金 箔 塞 哨」。21の 注 参 照 。

597競5肋zは"vermilion"の 意(Jaschkep.456)。cf.②Nα358「 励oη ノ画 顔料 窟 児 艮口」,

⑥ 「≠∫ゐoπ7'∫∫顔 料 窟 即 」,⑥Nα358「 醜o〃 薦 顔 料 寸 自」。 或 い は 「顔 料 蟹

'51謝 」 の 誤写 で あ る可 能 性 もあ る。582の 注 参 照 。 ㊧ 「励05② 名 詞(1)染 料 。 研物 辰

以 外 的染 料 」(p.2301)。 金(1958.p.100)「 顔 料(tshossa)拉,日tsholsa1,昌tsho1
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sa2」。 拉,El,昌 は ラサ,シ ガ ツ ェ,チ ャ ム ド方 言 を指 す 。

599「 五:互o」 韻 母 の対 応 に つ いて は13,96等 の類 似 例 あ り。 声 母 に つ い て は458の 注 参

照 。

600Sは605。 以 下608ま で 配 列 に 異 同 あ り。SとAの 間 に配 列 の異 同 が あ る場 合 に はAの

方 が 意 味 の 関連 の上 で 一貫 して い る ので,全 てAに 従 う。 他737-743に つ い て も同 様。

601Sは606。 「認:5砂 勿」 日母 は専 らzか,・7を 表 わ す の に用 い られ て お り,う ッーを表

わ す 例 は他 に ない 。対 応 は双 方 の方 言 的要 素 を加 味 し 賦en～z∂n〕:〔@in～ 雇On〕 の如

きで あ った ろ うと考 え る 。ゴ の音 価 に つ い て は51の 注 参 照 。

6G2Sを ま6070

603Sは6080

604Sは600。

605Sは601。

606Sは602。

607Sは603。

608Sは604。 「店:7'θ π」の 韻 母 の 対 応 に つ いて は520の 注 参 照。

609S「 藥 財 思 攣 」 は 誤 り。Aに 従 う。

626「 足=7gッ%」 に つ い て は47の 注 参 照 。

631「 足:雇 脇g」 につ いて は47の 注 参 照 。

632同 上 。

633S,Aい ずれ も 「指 甲 塞 見」。Roerich(1958)「387・ 解o-ongle.Tib.lit5θ π一解o;Lh.

∫8.?πo;Golok5fπ ・〃30;Baltigθ7・ 鍛o;Lh.547πo.」(p.155);シ ガ ッ ェ方 言 「(senmo)

se:1mo1指 甲」(金1958,P.32);選 ・潭(1983)「93指 甲senmo普 慧spuhreηse:rlmd」

(p.228-229)。cf① 「567・彿01.C.col.finger」(p.577),㊥ 「5θ7彿o〔 名 〕 手 指 」(p.

911)。 ⑦,⑭ の5θ プー翅oも5θ π覗oに 由来す る も ので あ ろ う。 或 いは ∫487〃zoと の混

同に よ って生 じた もの か 。 脱 字 は 他 の 用 例 よ り 推 して,「 木 」(13,84,121etc,),

「末 」(480,488)「 磨 」(175)の いず れ か で あ ろ う と思 わ れ る 。

636「 高:4加 創 他 に 類似 例 な し。

641「 契 兜:40γ 」

644S「 機 傳」 は誤 り。Aに 従 う。

647@)Nα347「2加 ノα4α ㎎5舵7493冠 帯 刷 當 思結 刺思 」=◎)o◎Nα347「2乃 τσα冨α7zg5舵

7α4冠 帯 轄 革納 」。 ㊥ 「5 θ々7αg∫ 腰 帯 」(p.45)。507に 一部 重 出。

653㊨Nα12740「Maikan天 幕(テ ン ト).柱 を 立 て棟 木 を 置 い て 布 を張 りめ ぐら した もの

回rasg血r,raigur回cadirl豆1帳 房 」cf.HQny(1947)「gadiriTent」(P.58a)。

661S「 吃 飯 薩 麻 難 」 は 誤 り。Aに 従 う。「雑=加 翅 ～ 脇 」の対 応 に つ いて は75の 注参 照。

669S,Aい ずれ も「胡 椒 蒲足 」とす る。Jaschkeに 「7'5⑳ ραharsh,tart,astringent,

oftaste漉4.;alsoappliedtoanythingofahighlyaromatic,pricking,

pungentoracerbtaste,suchasonionsandsimilarvegetables,liabletocause
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bothdieteticandreligiousscruples;」(p.440)と あ り,⑪ に 「ψ04vya可ana,pari・

vjana/spices,condiment(suchaspepper,ginger,etc.)」(5p.270)と あ る と こ ろか ら,

「胡椒 薄 足 ψ04プ な吻 」 と 考 え た い。 た だ し,こ の形 式 は 未確 認 。S,Aの 挙 げ る

と こ ろ が正 しい とす れ ば,初 頭 子 音 の対 応 に難 が あ る。 「蒲:∫ ρ04」 を 〔bu〕:〔PYの ～

p②(?)〕と 考 え る余 地 も ある が(402の 注 参 照),平 声全 濁 声 母 を チベ ッ ト文 語 形 式 の 無

声無 気 子 音 に 当 て る例 は他 に な い 。cf.67,746。 他 に ⑤Nα143「 ρho肱1∫ 胡 椒 破 瓦

梨 」 と あ り,⑪ に 「ρhoう α7∫Z6π 帥eta・marica/whitepepper」 の 同義 語 と して 「ρho

肱 γ6,助oう α7μ,ρ 肋 加7'5,助07κ,ρho7ゴ5」 が 挙 げ られ て い る(6p,54,56)と

こ ろ か ら,誤 字,脱 字 の可 能 性 を考 慮 し,「 蒲 〔 〕ρ劾(うα)泓 ～廟 」 も しくは 「蒲

〔 〕 足 ρ加(う の7ゴ1～ 腐7魏 列 な ど とす る余 地 も残 され て い る。 た だ し,後 者 の形

式 は未 確 認 。

670「 姻 罵:g・y877π α」 に つ いて は 〔iεnma〕:〔ierma〕(570の 注 参 照)の 他,音 注 漢 字 が

西 番 語 に 対 し,後 続 音 節 の声 母 を重 複 して,即 ち 一n+m・ の形 で 表 わ して い る可 能 性 も

考 慮 に 入 れ る べ きで あ ろ う。 そ の場 合,対 応 は 〔iεnma〕;〔ie(:)ma〕 の如 きか 。97,

121,190,310は 類 似 例 と な る 。

676501の 注 参 照 。

700「 列:7σ5」 に つ い て は154及 び292の 注 参 照 。

701同 上 。

702同 上 。

703同 上 。

727㊧ 「4伽g∫5θ 銅 子,銅 銭。 旧 肘銭 市。」(p.1299)。

728S「 壼 両 山 岡」 は誤 り。Aに 従 う。

736Sは743。 以下743ま で 配 列 に 異 同 あ り。 全 てAに 従 う。600の 注参 照。

738Sは737で 「左 葉 」 と す る。Aも 同 じ。 い ず れ も誤 り。

739Sは738で 「右 院 」 と す る 。Aも 同 じ。 い ず れ も誤 り。

740Sを ま739。

741Sは740。117の 注 参 照 。

742Sは741。

743Sは737。

746「 團:駕1め π」 は 〔t`uon〕:〔Nt`伽 〕 の 他 〔d`uon〕=〔Nt`伽 〕 の よ うな対 応 の可 能 性 も ・

あ る。67及 び112の 注 参 照 。
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